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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、 予告なしに変更される こ とがあ り ます。 このマニュアルに記載されている表現、 情報、 お
よび推奨事項は、 すべて正確である と考えていますが、 明示的であれ黙示的であれ、 一切の保証の責任を負わないものと します。 このマニュアルに記載され
ている製品の使用は、 すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、 製品に添付された 『Information Packet』 に記載されています。 添付されていない場合には、 代理店に
ご連絡ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス  A デジタル装置の制限に準拠している こ
とが確認済みです。 これらの制限は、 商業環境で装置を使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 この装置は、 無線周波エネルギーを
生成、 使用、 または放射する可能性があ り、 この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、 ラジオおよびテレビの受信障
害が起こ る こ とがあ り ます。 住宅地でこの装置を使用する と、 干渉を引き起こす可能性があ り ます。 その場合には、 ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる
必要があ り ます。

FCC ク ラス  B 準拠装置に関する記述 ： このマニュアルに記載された装置は、 無線周波エネルギーを生成および放射する可能性があ り ます。 シスコの指示する
設置手順に従って設置されなかった場合、 ラジオ、 テレビによる受信障害が発生する こ とがあ り ます。 この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規
定された仕様のク ラス  B デジタル装置の制限に準拠している こ とが確認済みです。 これらの仕様は、 住宅地で使用したと きに、 このよ う な干渉を防止する適
切な保護を規定したものです。 ただし、 特定の設置条件において干渉が起きないこ と を保証する ものではあ り ません。

シスコの書面による許可なしに装置を改造する と、装置がク ラス  A またはク ラス  B のデジタル装置に対する  FCC 要件に準拠しな く なる こ とがあ り ます。その
場合、 装置を使用するユーザの権利が FCC 規制によ り制限される こ とがあ り、 ラジオまたはテレビの通信に対するいかなる干渉もユーザ側の負担で矯正する
よ うに求められる こ とがあ り ます。

装置の電源を切る こ とによって、 この装置が干渉の原因であるかど うかを判断できます。 干渉がな く なれば、 シスコの装置またはその周辺機器が干渉の原因
になっている と考えられます。 装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、 次の方法で干渉が起きないよ うにして ください。

• 干渉がな く なるまで、 テレビまたはラジオのアンテナの向きを変えます。

• テレビまたはラジオの左右どちらかの側に装置を移動させます。

• テレビまたはラジオから離れたと ころに装置を移動させます。

• テレビまたはラジオとは別の回路にあるコンセン ト に装置を接続します。 （装置とテレビまたはラジオがそれぞれ別個のブレーカーまたはヒ ューズで制御さ
れるよ うにします）。

シスコでは、 この製品の変更または改造を認めていません。 変更または改造した場合には、 FCC 認定が無効にな り、 さ らに製品を操作する権限を失う こ とに
な り ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 
domain version of the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.
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はじめに

目的
このマニュアルでは、 Catalyst 3650 スイ ッチのハード ウェア機能について説明します。 各ス
イ ッチの物理特性およびパフォーマンス特性を紹介する と と もに、 スイ ッチの設置方法および
ト ラブルシューテ ィ ングについて説明します。

このマニュアルには、 表示されるシステム  メ ッセージの説明およびスイ ッチの設定手順は記載
されていません。 スイ ッチのソフ ト ウェア  コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド、 コマン ド  リ フ ァ
レンス、 およびシステム  メ ッセージ ガイ ドを次の URL で参照して ください。

http://www.cisco.com/go/cat3650_docs 

表記法
このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」 です。 役立つ情報や、 このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

警告 安全上の重要事項

「危険」 の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 機器の取り扱い作業
を行う ときは、 電気回路の危険性に注意し、 一般的な事故防止対策に留意して ください。 各警告の
最後に記載されているステート メン ト番号を基に、 装置に付属の安全についての警告を参照して く
ださい。 ステート メン ト  1071

これらの注意事項を保管しておいて ください。
v
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第  章      はじめに    
この製品の安全上の警告は数カ国語に翻訳され、 Cisco.com で入手可能な 『Regulatory 
Compliance and Safety Information for the Catalyst 3650 Switch』 に記載されています。 このガイ ド
には、 EMC 規制事項も記載されています。

関連資料

（注） スイ ッチの設置またはアップグレードを実施する前に、 スイ ッチの リ リース  ノー ト を参照して
ください。

• Catalyst 3650 スイ ッチのマニュアル 

http://www.cisco.com/go/cat3650_docs

• Cisco SFP および SFP+ モジュールのマニュアル （互換性マ ト リ ク スを含む）

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/tsd_products_support_series_home.html

• シスコ検証済みデザイン （CVD） のドキュ メ ン ト

http://www.cisco.com/go/designzone

• 次の URL にあるエラー メ ッセージ デコーダ ：

https://www.cisco.com/cgi-bin/Support/Errordecoder/index.cgi

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 テクニカル サポート 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新される 『What’s New in Cisco Product Documentation』 を参照して ください。 シスコの
新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は Really Simple Syndication （RSS） フ ィード と して
購読できます。 また、 リーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用してコンテンツがデスク ト ップに直接配
信されるよ うに設定するこ と もできます。 RSS フ ィードは無料のサービスです。 シスコは現在、
RSS バージ ョ ン 2.0 をサポート しています。
vi
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製品概要

Catalyst 3650 シ リーズ スイ ッチは、 さまざまなデバイスを接続できる イーサネッ ト  スイ ッチで
す。 接続できるデバイス と して、 Cisco IP Phone、 Cisco Wireless Access Point、 ワークステー
シ ョ ンなどのほか、 サーバ、 ルータ、 スイ ッチなどのネッ ト ワーク  デバイスがあ り ます。

Catalyst 3650 スイ ッチは、 Cisco StackWise-160 テク ノ ロジーによるスタ ッ ク構成をサポート し
ます。

特に明記しない限り、 スイ ッチとい う用語は、 スタン ドアロン  スイ ッチおよびスイ ッチ ス
タ ッ クを指します。

• 「ス イ ッチ モデル」 （P.1-1）

• 「前面パネル」 （P.1-4）

• 「背面パネル」 （P.1-16）

• 「管理オプシ ョ ン」 （P.1-21）

スイッチ モデル

表 1-1 Catalyst 3650 スイッチの各種モデル

スイッチ モデル  Cisco IOS イ メージ 説明

Catalyst 3650-24TS-L LAN ベース 24 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  
Small Form-factor Pluggable （SFP） アップ リ
ンク  ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-48TS-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  
SFP アップ リ ンク  ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-24PS-L LAN ベース 24 x 10/100/1000 PoE+1 ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP アッ
プ リ ンク  ポート 、 640 W 電源

Catalyst 3650-48PS-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP アッ
プ リ ンク  ポート 、 640 W 電源
1-1
ッチ ハードウェア インス ト レーシ ョ ンガイ ド
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スイッチ モデル
Catalyst 3650-48FS-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 フル POE ダウン リ ンク  ポー
ト （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP 
アップ リ ンク  ポート 、 1025 W 電源

Catalyst 3650-24TD-L LAN ベース 24 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  
SFP、 2 × 10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  
ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-48TD-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  
SFP、 2 × 10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  
ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-24PD-L LAN ベース 24 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 × 
10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポート 、
640 W 電源

Catalyst 3650-48PD-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 × 
10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポート 、
640 W 電源

Catalyst 3650-48FD-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 フル PoE ダウン リ ンク  ポー
ト （スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 
× 10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポー ト 、
1025 W 電源

Catalyst 3650-48FQ-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 フル PoE ダウン リ ンク  ポー
ト （スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  SFP+ 
アップ リ ンク  ポート 、 1025 W 電源

Catalyst 3650-48PQ-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  SFP+ 
アップ リ ンク  ポート 、 640 W 電源

Catalyst 3650-48TQ-L LAN ベース 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  
SFP+ アップ リ ンク  ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-24TS-S IP Base 24 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  
SFP アップ リ ンク  ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-48TS-S IP Base 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  
SFP アップ リ ンク  ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-24PS-S IP Base 24 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP アッ
プ リ ンク  ポート 、 640 W 電源

Catalyst 3650-48PS-S IP Base 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP アッ
プ リ ンク  ポート 、 640 W 電源

表 1-1 Catalyst 3650 スイッチの各種モデル （続き）

スイ ッチ モデル  Cisco IOS イ メージ 説明
1-2
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Catalyst 3650-48FS-S IP Base 48 x 10/100/1000 フル POE ダウン リ ンク  ポー
ト （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP 
アップ リ ンク  ポート 、 1025 W 電源

Catalyst 3650-24TD-S IP Base 24 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  
SFP、 2 × 10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  
ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-48TD-S IP Base 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  
SFP、 2 × 10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  
ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-24PD-S IP Base 24 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 × 
10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポート 、
640 W 電源

Catalyst 3650-48PD-S IP Base 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 × 
10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポート 、
640 W 電源

Catalyst 3650-48FD-S IP Base 48 x 10/100/1000 フル PoE ダウン リ ンク  ポー
ト （スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 
× 10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポー ト 、
1025 W 電源

Catalyst 3650-48FQ-S IP Base 48 x 10/100/1000 フル PoE ダウン リ ンク  ポー
ト （スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  SFP+ 
アップ リ ンク  ポート 、 1025 W 電源

Catalyst 3650-48PQ-S IP Base 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  SFP+ 
アップ リ ンク  ポート 、 640 W 電源

Catalyst 3650-48TQ-S IP Base 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  
SFP+ アップ リ ンク  ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-24TS-E IP サービス 24 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  
SFP アップ リ ンク  ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-48TS-E IP サービス 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  
SFP アップ リ ンク  ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-24PS-E IP サービス 24 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP アッ
プ リ ンク  ポート 、 640 W 電源

Catalyst 3650-48PS-E IP サービス 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP アッ
プ リ ンク  ポート 、 640 W 電源

表 1-1 Catalyst 3650 スイッチの各種モデル （続き）

スイ ッチ モデル  Cisco IOS イ メージ 説明
1-3
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前面パネル
前面パネル 
こ こでは、 前面パネルにある次のコンポーネン ト について説明します。

• 次のいずれかのタイプのダウン リ ンク  ポート  X 24 または X 48

– 10/100/1000

– 10/100/1000 PoE+

• 次のいずれかのタイプまたはそれらの組み合わせのアップ リ ンク  ポート  x 4

– SFP モジュール スロ ッ ト

– SFP+ モジュール スロ ッ ト

Catalyst 3650-48FS-E IP サービス 48 x 10/100/1000 フル POE ダウン リ ンク  ポー
ト （スタ ッ ク可能）、 4 × 1 ギガビッ ト  SFP 
アップ リ ンク  ポート 、 1025 W 電源

Catalyst 3650-24TD-E IP サービス 24 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  
SFP、 2 × 10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  
ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-48TD-E IP サービス 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  
SFP、 2 × 10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  
ポート 、 250 W 電源

Catalyst 3650-24PD-E IP サービス 24 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 × 
10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポート 、
640 W 電源

Catalyst 3650-48PD-E IP サービス 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 × 
10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポート 、
640 W 電源

Catalyst 3650-48FD-E IP サービス 48 x 10/100/1000 フル PoE ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 2 × 1 ギガビッ ト  SFP、 2 × 
10 ギガビッ ト  SFP+ アップ リ ンク  ポート、
1025 W 電源

Catalyst 3650-48FQ-E IP サービス 48 x 10/100/1000 フル PoE ダウン リ ンク  ポー
ト （スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  SFP+ 
アップ リ ンク  ポート 、 1025 W 電源

Catalyst 3650-48PQ-E IP サービス 48 x 10/100/1000 PoE+ ダウン リ ンク  ポート
（スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  SFP+ 
アップ リ ンク  ポート 、 640 W 電源

Catalyst 3650-48TQ-E IP サービス 48 x 10/100/1000 イーサネッ ト  ダウン リ ンク  
ポート （スタ ッ ク可能）、 4 × 10 ギガビッ ト  
SFP+ アップ リ ンク  ポート 、 250 W 電源

1. PoE+ = Power over Ethernet Plus （1 ポート あた り最大 30 W）

表 1-1 Catalyst 3650 スイッチの各種モデル （続き）

スイ ッチ モデル  Cisco IOS イ メージ 説明
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第 1 章      製品概要

前面パネル
• USB タ イプ A コネク タ

• USB ミ ニタ イプ B （コンソール） ポー ト

• LED

• Mode ボタン

すべてのスイ ッチに同様のコンポーネン ト があ り ます。 例については、 図 1-1 および図 1-2 を
参照して ください。

（注） Catalyst 3650 スイ ッチの図は特定のカラー スキームを示しているわけではあ り ません。
これらの図は、 このマニュアルで説明されている さまざまな機能およびマーキングの参
照と して示されています。

図 1-1 Catalyst 3650-48PD-L スイッチの前面パネル 

図 1-2 Catalyst 3650-24PS-L スイッチの前面パネル
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TE3
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1 Mode ボタン 4 USB タ イプ A ス ト レージ ポート

2 ステータス  LED 5 10/100/1000 PoE+ イーサネッ ト  ポート

3 USB ミ ニタ イプ B （コンソール）
ポー ト

6 アップ リ ンク  ポート
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第 1 章      製品概要    
前面パネル
10/100/1000 イーサネッ ト  ポート

10/100/1000 イーサネッ ト  ポー トは、 RJ-45 コネク タ と イーサネッ ト  ピン割り当てを使用しま
す。 ケーブルの最大長は、 328 フ ィー ト （100 m） です。 100BASE-TX と  1000BASE-T の ト ラ
フ ィ ッ クでは、 カテゴ リ  5、 カテゴ リ  5e、 またはカテゴ リ  6 のシールドなしツイス トペア
（UTP） ケーブルが必要です。 10BASE-T ト ラフ ィ ッ クには、 カテゴ リ  3 またはカテゴ リ  4 の 
UTP ケーブルを使用できます。

10/100/1000 イーサネッ ト  ポー ト の接続および仕様の詳細については、 「10/100/1000 イーサ
ネッ ト  ポート の接続」 （P.2-20） および 付録 B 「コネク タおよびケーブルの仕様」 を参照して
ください。

PoE と  PoE+
PoE+  ポー ト には、 「10/100/1000 イーサネッ ト  ポート 」 （P.1-6） で説明している ものと同じコネ
ク タを使用します。

これらの PoE+ ポートは、 次を提供します。

• IEEE 802.3af 準拠の受電デバイス （ポー ト あた り最大 15.4 W の PoE） のサポート 、 および 
IEEE 802.3at 準拠の受電デバイス （ポー ト あた り最大 30 W の PoE+） のサポート 。

• Cisco Enhanced PoE （ePoE） のサポート 。

• シスコ独自規格の受電デバイスのサポート 。

• 機能拡張された電力ネゴシエーシ ョ ン、 電力予約、 ポート単位の電力ポ リ シングなど、 シ
スコのインテ リ ジェン ト な電源管理機能に対する構成可能なサポート 。

1 つのポー ト で使用可能な PoE と  PoE+、 電力を定義する電源マ ト リ ク スについては、 表 1-12
（P.1-19） を参照して ください。

（注） PoE 対応スイ ッチ モデルの 250 W AC 電源サポート の詳細については、 Cisco.com の 『Release 
Notes for the Cisco Catalyst 3650 Switch』 を参照して ください。

（注） PoE+ 回線の出力は、 IEC 60950-1 の制限電源 （LPS） と して評価されます。

電源モジュール、 PoE+ ポート接続、 PoE+ 仕様の詳細については、 「電源モジュール」
（P.1-18）、 「PoE+ ポート の接続」 （P.2-20）、 および付録 B 「コネク タおよびケーブルの仕様」 を
参照して ください。

1 Mode ボタン 4 USB タ イプ A ス ト レージ ポート

2 ステータス  LED 5 10/100/1000 PoE+ イーサネッ ト  ポート

3 USB ミ ニタ イプ B （コンソール）
ポー ト

6 アップ リ ンク  ポート
1-6
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第 1 章      製品概要

前面パネル
管理ポート  
• イーサネッ ト管理ポート （「イーサネッ ト管理ポート 」 （P.1-21） を参照）

• RJ-45 コンソール ポート （EIA/TIA-232） （「RJ-45 コンソール ポート 」 （P.1-21） を参照）

• USB ミ ニタ イプ B コンソール ポート （5 ピン  コネク タ）

スイ ッチを、 Windows ワークステーシ ョ ンやターミナル サーバなどのホス ト に、 イーサネッ ト
管理ポート 、 RJ-45 コンソール ポート 、 または USB コンソール ポート （USB ミ ニタ イプ B 
ポート ） を通して接続できます。

USB コンソール ポート接続では、 USB タイプ A/5 ピン  ミ ニタイプ B ケーブルを使用します。
USB コンソール インターフェイス速度は、 RJ-45 コンソール インターフェイス速度と同じです。

USB ミニタイプ B ポート

スイ ッチは、前面パネルに USB Mini タ イプ B コンソール接続、スイ ッチの背面パネルに RJ-45 
コンソール ポート があ り ます。 コンソールの出力は両方のコネク タで常にアクテ ィブになって
いますが、 コンソールの入力は一度に 1 つのコネク タ しかアクテ ィブにできず、 RJ-45 コネク
タ よ り も  USB コネク タが優先されます。

USB タ イプ A から  USB 5 ピン  Mini タ イプ B へのケーブルを使用して、 PC または他の装置を
スイ ッチに接続します。 必要な  USB ケーブルは、 オプシ ョ ンのアクセサ リ  キッ ト に付属して
います。

接続されたデバイスには、 ターミナル エ ミ ュレーシ ョ ン  アプ リ ケーシ ョ ンが必要です。

Windows PC では USB ポート用のド ラ イバが必要です。 装着手順については、 「Cisco Microsoft 
Windows USB デバイス  ド ラ イバのインス トール」 （P.C-4） を参照して ください。

スイ ッチが受電デバイスへの有効な  USB 接続を検出する と、 RJ-45 コンソール ポート の入力が
ただちにディセーブルにな り、 USB コンソールの入力がイネーブルにな り ます。 USB 接続が削
除される と、 RJ-45 コンソールからの入力はただちに再度イネーブルにな り ます。 USB コン
ソール接続がイネーブルになる と、 スイ ッチの前面パネルの LED （図 1-4 を参照） がグ リーン
に点灯します。

スイ ッチには設定可能な無活動タイムアウ ト があ り、 指定された期間、 USB コンソールに入力
アクテ ィ ビテ ィがなかった場合に、 RJ-45 コンソールが再びアクテ ィブにな り ます。 USB コン
ソールがタイムアウ ト のために非アクテ ィブ化された場合は、 USB ケーブルを切断し、 再接続
する こ とによって動作を復元できます。 Cisco IOS コマン ドを使用する と、 USB コンソールの
動作をディセーブルにできます。 詳細については、 スイ ッチのソフ ト ウェア  コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

（注） 4 ピン  ミ ニタ イプ B コネク タは 5 ピン  ミ ニタ イプ B コネク タ と似ていますが、 これらに互換性
はあ り ません。 5 ピン  ミ ニタ イプ B 以外は使用しないでください。図 1-3を参照して ください。 

図 1-3 USB ミニタイプ B ポート
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第 1 章      製品概要    
前面パネル
コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） を使用して、 非アクテ ィブ タ イムアウ ト を設定でき
ます。 これを設定する と、 USB コンソールがアクテ ィブになっている場合、 指定された時間内
に USB コンソールで入力アクテ ィ ビテ ィが発生しないと、 RJ-45 コンソールが再度アクテ ィブ
化されます。

非アクテ ィブが原因で USB コンソールが非アクテ ィブ化された後は、 CLI を使用して再アク
テ ィブ化できません。 USB コンソールを再アクテ ィブ化するには、 USB ケーブルを取り外して
再接続して ください。 CLI を使用して USB コンソール インターフェイスを設定する方法につ
いては、 スイ ッチのソフ ト ウェア  ガイ ドを参照して ください。

USB タイプ A ポート

USB タ イプ A インターフェイスでは、 外付けの USB フラ ッシュ  デバイス （サム ド ラ イブまた
は USB キーと も呼ばれる） にアクセスできます。

このインターフェイスは、 64 MB ～ 1 GB の容量の Cisco USB フラ ッシュ  ド ラ イブをサポート
します。

Cisco IOS ソフ ト ウェアは、 フラ ッシュ  デバイスに対する標準ファ イル システム  アクセス （読
み取り、 書き込み、 消去、 コピー） を提供する と と もに、 フラ ッシュ  デバイスを  FAT ファ イル 
システムでフォーマッ トする機能を提供します。

スイ ッチ管理ポート の詳細については、 Cisco.com にあるスイ ッチのソフ ト ウェア  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ガイ ド と コマン ド  リ フ ァレンス、 および 「コネク タの仕様」 （P.B-1） を参照し
て ください。

アップリンク  ポート

スイ ッチは他のデバイスに接続するアップ リ ンク  ポート を備えた、 4 個の SFP モジュール ス
ロ ッ ト をサポート します。

スイ ッチのモデルに応じて、 SFP および SFP+ モジュールのアップ リ ンク  ポート のサポートは
次のとおりです。

• 1 ギガビッ ト  SFP モジュールだけをサポー トするスロ ッ ト  X 4。

• 1 ギガビッ ト  SFP モジュールだけをサポー トするスロ ッ ト  X 2 （左側）、 10 ギガビッ ト  
SFP+ モジュールまたは 1 ギガビッ ト  SFP モジュールのいずれかをサポー トするスロ ッ ト  X 
2 （右側）。

• 1 ギガビッ ト  SFP モジュールまたは 10 ギガビッ ト  SFP+ モジュールのいずれかをサポー ト
するスロ ッ ト  X 4。

詳細については、 表 1-1 （P.1-1） の項の 「Catalyst 3650 スイ ッチの各種モデル」 を参照して くださ
い。 ケーブル仕様については、 付録 B 「コネク タおよびケーブルの仕様」 を参照して ください。

（注） SFP モジュール スロ ッ ト に SFP+ モジュールを挿入しても、 その SFP+ モジュール スロ ッ ト は
動作せず、 スイ ッチのログにエラー メ ッセージが記録されます。 SFP モジュールは、 SFP+ モ
ジュール スロ ッ ト で使用できます。
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前面パネル
SFP および SFP+ モジュール

SFP モジュールおよび SFP+ モジュールは、 銅線または光ファ イバ接続を使用して他の装置と
接続できます。 これらの ト ランシーバ モジュールは現場交換可能であ り、 SFP モジュール ス
ロ ッ ト に取り付けられる こ とによ り、 アップ リ ンク  インターフェイスを提供します。 SFP モ
ジュールは光ファ イバ接続用の LC コネク タ、 または銅線接続用の RJ-45 コネク タを備えてい
ます。

スイ ッチには、 シスコ製の SFP モジュールおよび SFP+ モジュールのみを使用して ください。
サポート される  SFP/SFP+ モジュールに関する最新情報については、『Cisco Transceiver Modules 
Compatibility Matrix』 のマニュアルを参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/products_device_support_tables_list.html

SFP モジュールについては、 使用する  SFP モジュールのマニュアルと 「SFP および SFP+ モ
ジュールの取り付け」 （P.2-18） を参照して ください。 ケーブル仕様については、 付録 B 「コネ
ク タおよびケーブルの仕様」 を参照して ください。

LED
LED を使用する こ とで、 スイ ッチの動作やパフォーマンスをモニタできます。 図 1-4 に、 ス
イ ッチの LED と、 ポー ト のモードの選択に使用する  MODE ボタンを示します。

図 1-4 スイッチの前面パネル LED 
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前面パネル
SYST LED

POST 実行中の SYST LED の色については、 「問題の診断」 （P.5-1） を参照して ください。

ポート  LED とモード

各イーサネッ ト  ポート 、 1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  モジュール スロ ッ ト 、 および 10 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  モジュール スロ ッ ト には、 ポー ト  LED があ り ます。 ポー ト  LED は、 グループ
と して、 または個別に、 スイ ッチに関する情報と個別のポート に関する情報を表示します。
ポー ト  LED に表示される情報のタイプは、 ポー ト  モードによって異な り ます。 表 1-3 に、
モード  LED、 その対応するポート  モード、 および意味を示します。

モードを選択または変更するには、 目的のモードが強調表示されるまで MODE ボタンを押し
ます。 ポー ト  モードを変更する と、 ポー ト の LED カラーの意味も変わり ます。 表 1-4 に、 各
種ポート  モードでのポート  LED のカラーの意味を示します。

スイ ッチ スタ ッ クを構成するどのスイ ッチで MODE ボタンを押しても、 すべてのスタ ッ ク  ス
イ ッチの表示が選択したモードに変更されます。 たとえば、 アクテ ィブ スイ ッチの MODE ボ
タンを押して  SPEED LED 表示にする と、 スタ ッ クを構成する他のすべてのスイ ッチも  SPEED 
LED 表示にな り ます。

1 STAT （ステータス） 5 PoE1

1. PoE+ ポート を備えたスイ ッチのみ。

（注） Catalyst 3650 スイ ッチの図は特定のカラー スキームを示しているわけではあ り ませ
ん。 これらの図は、 このマニュアルで説明されている さまざまな機能およびマーキ
ングの参照と して示されています。

2 DUPLX （デュプレ ッ ク ス） 6 CONSOLE （USB ミ ニ タ イプ B） （コンソー
ル） ポー ト  

3 SPEED 7 SYST （システム）

4 STACK 8 ACTV （アクテ ィブ）

表 1-2 SYST LED

色 システム ステータス

消灯 システムの電源が入っていません。

グ リーン システムは正常に動作しています。

緑色に点滅 スイ ッチは POST を実行中です。

オレンジに点滅 次のいずれかで障害が発生しています

• 電源モジュール

• ファン  モジュール

オレンジ システムに電力が供給されていますが、 正常に動作
していません。
1-10
Catalyst 3650 スイッチ ハードウェア インス ト レーシ ョ ンガイ ド

OL-29734-01-J



第 1 章      製品概要
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表 1-3 ポート  モード  LED

モード  
LED ポート  モード 説明

STAT ポート  ステータス ポート のステータスを示します。 これは、 デフォル ト の
モードです。

SPEED ポート速度 ポート の動作速度 （10、 100 Mb/s、 1 または 10 Gb/s）

DUPLX ポート のデュプレ ッ
ク ス  モード

ポート のデュプレ ッ クス  モード ： 全二重または半二重。

ACTV アクテ ィブ スイ ッチ アクテ ィブ スイ ッチの状態。

PoE1

1. PoE+ ポート を備えたスイ ッチのみ

PoE+ ポー ト電源 PoE+ ポート のステータスを示します。

表 1-4 各モードにおける LED の色と意味

ポート  モード
ポート  LED のカ
ラー 意味

STAT

（ポー ト  ス
テータス）

消灯 リ ンクが確立されていないか、 ポー ト が管理上の理由で
シャ ッ ト ダウンされました。

グ リーン リ ンクが存在しますが、 アクテ ィ ビテ ィがあ り ません。

緑色に点滅 アクテ ィブな状態です。 ポー ト がデータを送信または受
信しています。

グ リーン とオレン
ジに交互に点滅

リ ンク障害が発生しています。 エラー フレームが接続に
影響を与える可能性があ り ます。 大量のコ リ ジ ョ ン、
CRC エラー、 アラ イン メ ン トおよびジャバー エラーなど
がモニタ され、 リ ンク障害が表示されています。

オレンジ ポート がスパニングツ リー プロ ト コル （STP） によって
ブロ ッ ク されており、 データを転送していません。

ポー ト の再設定後、 STP がスイ ッチのループの有無を確
認している間、 ポー ト  LED は最大 30 秒間、 オレンジに点
灯する こ とがあ り ます。

SPEED 10/100/1000/SFP ポート

消灯 ポートは 10 Mb/s で動作しています。

グ リーン ポートは 100 Mb/s で動作しています。

グ リーンのシング
ル フラ ッシュ
（100ms オン、
1900 ms オフ）

ポー トは 1000 Mb/s で動作しています。

SFP+ ポート

消灯 ポートは動作していません。

緑色に点滅 ポートは最大 10 Gb/s で動作しています。

DUPLX

（デュプレ ッ
ク ス）

消灯 ポートは半二重で動作しています。

グ リーン ポートは全二重で動作しています。
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第 1 章      製品概要    
前面パネル
ACTV

（データ  アク
テ ィブ ス
イ ッチ）

消灯 このスイ ッチはアクテ ィブ スイ ッチではあ り ません。

（注） スタン ドアロン  スイ ッチの場合、 この LED は消灯
しています。

グ リーン このスイ ッチはアクテ ィブ スイ ッチです。

オレンジ アクテ ィブ スイ ッチの選択中にエラーが発生しました。

緑色に点滅 スイ ッチは、 データ  スタ ッ クのスタンバイ  メ ンバーであ
り、 現在のアクテ ィブ スイ ッチで障害が発生した場合に
アクテ ィブ スイ ッチとなって処理を引き継ぎます。

STACK

（ス タ ッ ク  
メ ンバ）

消灯 そのメ ンバ番号に対応するスタ ッ ク  メ ンバがあ り ません。

緑色に点滅 スタ ッ ク  メ ンバの番号です。

グ リーン 他のスタ ッ ク  メ ンバ スイ ッチのメ ンバ番号です。

PoE+1
消灯 PoE+ はオフです。

AC 電源から電力が供給されている装置をスイ ッチ ポート
に接続しても、 ポー ト  LED は点灯しません。

グ リーン PoE+ がオンになっています。 LED がグ リーンに点灯する
のは、 スイ ッチ ポート が電力を供給している場合です。

グ リーン とオレン
ジに交互に点滅

受電デバイスへの供給電力がスイ ッチの電力容量を超え
るため、 PoE+ が無効になっています。

オレンジに点滅 PoE+ に障害が発生したか、 スイ ッチ ソフ ト ウェアで設定
された制限を超過したこ とによ り、 PoE+ はオフになって
います。

注意 不適合なケーブルまたは受電デバイスを PoE+ ポー
トに接続する と、 PoE+ 障害が発生します。 シスコ
独自規格の IP Phone およびワイヤレス  アクセス  ポ
イン ト、 または IEEE 802.3af に準拠した装置を 
PoE+ ポートに接続するには、 必ず規格に適合した
ケーブル配線を使用してください。 PoE+ 障害の原
因となるケーブルまたは装置は、 すべてネッ ト
ワークから取り外す必要があ り ます。

オレンジ そのポート の PoE+ がディセーブルになっています。

（注） PoE+ はデフォル ト でイネーブルになっています。

1. PoE または PoE+ ポート を備えたスイ ッチのみ

表 1-4 各モードにおける LED の色と意味 （続き）

ポート  モード
ポート  LED のカ
ラー 意味
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第 1 章      製品概要

前面パネル
USB コンソール LED

USB コンソール LED （図 1-4） は、 ポー ト に対するアクテ ィブな USB 接続があるかど うかを示
します。

ACTV LED

STACK LED 

STACK LED には、 スタ ッ クのメ ンバ スイ ッチのシーケンスが示されます。 最大で 9 台のス
イ ッチを同じスタ ッ クのメ ンバにする こ とができます。 1 ～ 9 番目のポート  LED には、 スタ ッ
ク内の 1 スイ ッチのメ ンバ番号が示されます。 図 1-5 に、 スタ ッ ク  メ ンバ番号が 1 である最初
のスイ ッチの LED を示します。 たとえば、 MODE ボタンを押して  STACK を選択する と、 ポー
ト  1 の LED はグ リーンに点滅します。 ポー ト  2 および 3 の LED はグ リーンに点灯したままに
な り ます。 これは、 スタ ッ ク内の他のスイ ッチのメ ンバ番号を表しています。 そのスタ ッ クに
はも う メ ンバが含まれていないため、 その他のポート  LED は消灯します。

表 1-5 USB コンソール ポート  LED

色 説明

消灯 USB コンソールがディセーブルになています。

グ リーン USB コンソールがイネーブルになっています。

表 1-6 ACTV LED

色 説明

消灯 スイ ッチはアクテ ィブ スイ ッチではあ り ません。

グ リーン スイ ッチはアクテ ィブ スイ ッチまたはスタン ドアロン  ス
イ ッチです。

オレンジ アクテ ィブ スイ ッチの選択中にエラーが発生したか、 別の
タ イプのスタ ッ ク  エラーが発生しています。

グ リーンでゆっ く り
と点滅

スイ ッチはスタ ッ ク  スタンバイ  モードです。
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第 1 章      製品概要    
前面パネル
図 1-5 STACK LED

STACK LED モードを選択する と、 StackWise ポート がアップの状態であれば、 対応する  
STACK LED が緑で点灯し、 StackWise ポート がダウンの状態であればオレンジで点灯します。

PoE+ LED

PoE+ ポート を備えるスイ ッチでは、 PoE モードを選択していない場合でも、 PoE+ で障害が検
出される と  PoE+ LED にその障害が表示されます。

1 スタ ッ ク  メ ンバ 1 4 LED がグ リーンに点滅した場合は、 スタ ッ クのスイ ッ
チ 1 である こ と を示します。

2 スタ ッ ク  メ ンバ 2 5 LED がグ リーンに点灯したままの場合は、 スイ ッチ 2 
がスタ ッ ク  メ ンバーである こ と を示します。

3 スタ ッ ク  メ ンバ 3 6 LED がグ リーンに点灯したままの場合は、 スイ ッチ 3 
がスタ ッ ク  メ ンバーである こ と を示します。

Catalyst 3650 48 PoE+ 2X10G

Catalyst 3650 48 PoE+ 2X10G

TE3 TE4

TE3

Catalyst 3650 48 PoE+ 2X10G

TE4

TE3 TE4

01X

34
76

17

5 64

1

2

3

01X

13X12X

24X 25X

36X 37X

48X

01X

13X12X

24X 25X

36X 37X

48X

01X

13X12X

24X 25X

48X

ACTV

ACTV

ACTV

Catalyst 3650 48PoE+ 2X10G

TE3
G1 G2 G3 G4 TE4

Catalyst 3650 48PoE+ 2X10G

TE3
G1 G2 G3 G4 TE4

Catalyst 3650 48PoE+ 2X10G

TE3
G1 G2 G3 G4 TE4

表 1-7 PoE+ モード  LED

色 PoE+ のステータス

消灯 PoE モードが選択されていません。 10/100/1000 ポート で、 電力供給の遮断
または障害は発生していません。

グ リーン PoE モードが選択されており、 ポー ト  LED に PoE+ のステータスが表示さ
れています。

オレンジに点滅 PoE モードが選択されていません。 10/100/1000 のポート の少な く と も  1 つ
に電力が供給されていないか、 または PoE+ 障害が発生しています。
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第 1 章      製品概要

前面パネル
アップリンク  ポート  LED

4 個のアップ リ ンク  ポート には 4 個のステータス  LED があ り ます。 各ポート  LED は、 その 
SFP および SFP+ モジュールのステータスに応じてラベル付けされています。

SFP ポート にはラベル名称 G(x) が使用されています。 こ こで、 G = 1 ギガビッ ト 、 x = ポート番
号です。 G(x) ラベルはアップ リ ンク  ポート  LED の左側に表示されます。

SFP ポート にはラベル名称 TE(x) が使用されています。 こ こで、 TE = 10 ギガビッ ト 、 x = ポー
ト番号です。 TE(x) ラベルはアップ リ ンク  ポート  LED の右側に表示されます。

SFP および SFP+ モジュールの両方がサポート されるため、SFP+ モジュール ポート には 2 個の
ラベル、 G(x) と  TE(x) があ り ます。

さ まざまなスイ ッチ モデルのアップ リ ンク  ポート のラベルのレイアウ トは、 次のよ うになっ
ています。

• G1、 G2、 G3、 G4 とい う ラベルの 4 つのアップ リ ンク  ポー ト 。 このラベルは、 SFP モ
ジュールをサポートする  4 個のポート を表します。

• G1、 G2、 G3、 G4 とい う ラベルの 4 つのアップ リ ンク  ポート 、右側にある  TE3 および TE4 
とい う ラベルもある  2 つのアップ リ ンク  ポート 。 このラベルは SFP モジュールをサポー ト
する  2 個のポート （左側）、 SFP および SFP+ モジュールをサポートする  2 個のポート （右
側） を表します。

• G1、 G2、 G3、 G4 に加えて TE1、 TE2、 TE3、 TE4 とい う ラベルのある  4 個のアップ リ ンク  
ポート 。 このラベルは、 SFP および SFP+ モジュールをサポートする  4 個のスロ ッ ト を表し
ます。

図 1-6 は、 SFP ポート  X 2、 SFP+ ポート  X 2 （Catalyst 3650-48FD-S スイ ッチ モデル） を表す
アップ リ ンク  ポート  LED の配置の例を示します。

図 1-6 アップリンク  ポート  LED 

1 G1 LED 3 G3、 TE3 LED

2 G2 LED 4 G4、 TE4 LED

Catalyst 3650 48PoE+ 2X10G

TE3
G1 G2 G3 G4 TE4

34
76

65

1 2 3 4
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背面パネル
背面パネル
スイ ッチの背面パネルには、 StackWise コネク タ、 または XPS 2200 ポート 、 ファン  モジュー
ル、 および電源モジュールが設けられています。 図 1-7を参照して ください。  

図 1-7 Catalyst 3650 スイッチの背面パネル

表 1-8 アップリンク  ポート  LED

色 アップリンク  ポートのリンク  ステータス

消灯 リ ンクはオフです。

グ リーン リ ンクはオンですが、 アクテ ィ ビテ ィはあ り ません。

緑色に点滅 リ ンク上にアクテ ィ ビテ ィがあ り ます。 エラーな く動作して
います。

オレンジに点滅 リ ンクに障害が発生したか、 スイ ッチ ソフ ト ウェアで設定され
た制限を超過したこ とによ り、 リ ンクはオフになっています。

注意 リ ンクの障害は、 適合しないケーブルを  SFP ポート ま
たは SFP+ ポー ト に接続する と発生します。Cisco SFP 
および SFP+ ポー ト に接続するには、 必ず標準に準拠
したケーブル接続を使用して ください。 リ ンク障害の
原因となるケーブルまたは装置は、 すべてポート から
取り外す必要があ り ます。

オレンジ SFP または SFP+ の リ ンクがディセーブルになっています。

CONSOLE MGMT

MGMT

34
76

78

1 2

744 85 5 6 76 8

PWR-C2-250WAC

PWR-C2-640WAC

3 4

31 2

4
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第 1 章      製品概要

背面パネル
RJ-45 コンソール ポート  LED

StackWise ポート  
StackWise ポートは StackWise スタ ッ ク構成でスイ ッチの接続に使用されます。 StackWise ケー
ブルはスタ ッ ク構成で StackWise ポート の接続に使用されます。 StackWise ケーブルの詳細につ
いては、 「StackWise ケーブル」 （P.B-5） を参照して ください。

スタ ッ ク構成をイネーブルにするには、 StackWise アダプタが StackWise ポート に取り付けられ
ている必要があ り ます。 デフォル ト設定では、 StackWise ポート に StackWise アダプタ  ブラン
クが取り付けられています。 StackWise アダプタおよび StackWise アダプタ  ブランクの詳細に
ついては、 「StackWise アダプタ」 （P.B-6） と  「StackWise アダプタ  ブランク」 （P.B-7） を参照し
て ください。

スタ ッ ク構成が指定された Catalyst 3650 スイ ッチの場合、StackWise アダプタは StackWise ポー
ト にあらかじめ取り付けられており、 必要に応じてStackWise ケーブルを注文する こ とができ
ます。 スタ ッ ク構成を指定しなかったけど必要になった場合は、 StackWise アダプタ  ブランク
を取り外し、 StackWise アダプタを取り付ける必要があ り ます。 スタ ッ ク構成のスイ ッチの接
続方法の詳細については、 「StackWise ポートへの接続」 （P.2-15） を参照して ください。

注意 承認されているケーブルのみを使用し、 同様の Cisco 製機器にのみ接続して ください。 承認さ
れていないシスコ製ケーブルまたは機器に接続する と、 機器が損傷するおそれがあ り ます。

（注） Catalyst 3650 スイ ッチおよび Catalyst 3850 スイ ッチの混在するスイ ッチ スタ ッ クを作成する こ
とはできません。

1 アース  コネク タ 5  または XPS 2200 コネク タ  コネク タ  
StackWise ポート  コネク タ  または XPS 2200 
コネク タ  コネク タ

2 CONSOLE （RJ-45 コンソール ポート ） 6  または XPS 2200 コネク タ  コネク タ  AC OK
（入力） ステータス  LED

3 MGMT （RJ-45 10/100/1000 管理ポート ） 7 PS OK （出力） ステータス  LED または XPS 
2200 コネク タ  コネク タ

4 ファン  モジュール 8 電源モジュール （AC 電源モジュールを示す）

表 1-9 RJ-45 コンソール ポート  LED

色 RJ-45 コンソール ポートのステータス1

1. USB コンソールは、 RJ-45 コンソールよ り も優先されます。

消灯 RJ-45 コンソールがディセーブルになっています。 USB コンソールはアク
テ ィブです。

グ リーン RJ-45 コンソールがイネーブルになっています。 USB コンソールがディ
セーブルになています。
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背面パネル
電源モジュール

24 ポートおよび 48 ポート のスイ ッチは、1 つまたは 2 つの内部電源モジュールから電源が供給
されます。

サポート される電源モジュール ：

• PWR-C2-250WAC=

• PWR-C2-640WAC=

• PWR-C2-1025WAC=

• PWR-C2-640WDC=

スイ ッチには、 2 つの内部電源モジュール スロ ッ ト があ り ます。 AC モジュールを  2 つ、 DC モ
ジュールを  2 つ、 AC と  DC 電源モジュールを  1 つずつ組み合わせた構成、 または電源モジュー
ル 1 つとブランク  カバーを  1 つ組み合わせた構成を使用できます。 スイ ッチは、 1 つまたは 2 
つのアクテ ィブな電源モジュールによって操作できます。 XPS 2200 からの電源供給によ り動作
できます。 

表 1-1 は、 各スイ ッチ モデルに付属するデフォル ト の電源モジュールを示しています。 すべて
の電源モジュール （ブランク  カバーを除く ） にはファンが内蔵されています。 スイ ッチが 1 つ
の電源だけを含めるよ うに設定されている場合、 すべてのスイ ッチは 2 つ目の電源モジュール 
スロ ッ ト にブランク  カバーを取り付けて出荷されます。

注意 一方の電源モジュール スロ ッ ト が空の状態で、 スイ ッチを動作させないでください。 シャーシ
を正し く冷却するために、 どちらの電源モジュール スロ ッ ト にも電源モジュールまたはブラン
ク  カバーを取り付ける必要があ り ます。

250 W および 640 W の AC 電源モジュールは、 100 ～ 240 VAC の入力電圧をサポートするオー
ト レンジング  ユニッ ト です。 1025 W 電源モジュールは、 115 ～ 240 VAC の入力電圧をサポー
トするオート レンジング  ユニッ ト です。640 W DC 電源モジュールは、 -40 ～ -60 VDC の入力電
圧をサポート します。

（注） PoE 対応スイ ッチ モデルの 250 W AC 電源サポート の詳細については、 Cisco.com の 『Release 
Notes for the Cisco Catalyst 3650 Switch』 を参照して ください。

AC 電源モジュールには AC 電源コンセン ト に接続するための電源コードが、 それぞれ付属し
ています。 1025 W および 640 W モジュールは、 16 AWG コードを使用します （北米のみ）。 他
のすべてのモジュールは、 18 AWG コードを使用します。 DC 電源モジュールは DC 電源に接続
する必要があ り ます。

XPS 2200 は、 電源が取り外されたか、 または故障したスイ ッチに電力を供給します。 新しい電
源モジュールが取り付けられる と、 スイ ッチのソフ ト ウェアは装置をポーリ ングします。 その
後スイ ッチの電源の電力が再び供給され、 XPS 2200 は他の装置に電力を供給できるよ うにな り
ます。

表 1-10、 表 1-11、 および表 1-12 は、 Catalyst 3650 スイ ッチで使用できる  PoE および PoE に対
する要件を示しています。
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背面パネル
電源モジュールは 2 つのステータス  LED を備えています。

表 1-10 使用可能な PoE と対応する AC 電源

モデル デフォルトの電源 使用可能な PoE 電力

24 ポー ト  データ  スイ ッチ PWR-C2-250WAC= —

48 ポー ト  データ  スイ ッチ

24 ポー ト  PoE スイ ッチ PWR-C2-640WAC 390 W

48 ポー ト  PoE スイ ッチ

48 ポート  フル PoE スイ ッチ PWR-C2-1025WAC 775 W

表 1-11 使用可能な PoE と対応する DC 電源1

1. 640 W DC （PWR-C2-640WDC） 電源が唯一の DC モジュールです。

モデル 電源数 使用可能な PoE 電力

24 ポー ト  PoE スイ ッチ 1 390 W

2 780 W

48 ポー ト  PoE スイ ッチ 1 390 W

2 780 W

表 1-12 PoE および PoE+、 のためのスイッチの電源モジュール要件

PoE のオプシ ョ ン 24 ポート  スイッチ 48 ポート  スイッチ1

1. 48 ポー ト  スイ ッチに 640 W 電源モジュール 1 台を使用する場合、全ポート に PoE で供給できる電力は最大 390 W 
です。

PoE （ポー ト あた り最
大 15.4 W）

（1） 640 W 電源の組み合わせ 

• （1） 1025 W 

• （1） 640 W + （1） 640 W 

PoE+ （ポー ト あた り
最大 30 W）

電源の組み合わせ

• （1） 1025 W 

• （1） 640 W + （1） 640 W 

電源の組み合わせ

• （2） 1025 W 

表 1-13 スイッチ電源モジュールの LED

AC 電源モジュールの LED

AC OK 説明 PS OK 説明

消灯 AC 電源が入力されていま
せん。

消灯 出力がディセーブルであるか、 入力が
動作範囲外です （AC LED は消灯）。

グ リーン AC 入力電源が供給されて
います。

グ リーン スイ ッチへ電力を供給しています。

赤 出力が停止しました。
1-19
Catalyst 3650 スイッチ ハードウェア インス ト レーシ ョ ンガイ ド

OL-29734-01-J



第 1 章      製品概要    
背面パネル
電源モジュールの交換、 DC 電源モジュールの配線、 モジュールの仕様の詳細については、
第 3 章 「電源の取り付け」 および付録 A 「技術仕様」 を参照して ください。

ファン モジュール

このスイ ッチは、 ホッ ト スワ ップ可能な  3 台の内蔵 12V ファン  モジュールを備えています。空
気循環システムは、 ファン  モジュールと電源モジュールで構成されています。 エアーフローの
パターンは、 電源の構成によって異な り ます。

図 1-8 に、 24 ポートおよび 48 ポート  スイ ッチのエアーフローのパターンを示します。 青い矢
印は低温の空気流、 赤い矢印は高温の空気流を表します。 ファン  モジュールが正し く動作して
いる と、 （後ろから見て） ファン  アセンブ リの左上のグ リーンの LED が点灯します。 ファンが
故障する と、 LED がオレンジにな り ます。 2 台のファンが動作していればスイ ッチを運用でき
ますが、 故障したファンは可能な限り早期に交換して ください。 これによ り、 2 台目のファン
の故障によってサービスの中断を招く事態を避ける こ とができます。

（注） 適切な冷却効果を得るには、 3 台のファンが必要です。

図 1-8 24 ポートおよび 48 ポート  スイッチのエアーフローのパターン

DC 電源モジュール LED

DC OK 説明 PS OK 説明

消灯 DC 入力電源が供給されてい
ません。

消灯 出力がディセーブルであるか、 入力が
動作範囲外です （DC LED は消灯）。

グ リーン DC 入力電源が供給されて
います。

グ リーン スイ ッチへ電力を供給しています。

赤 出力が停止しました。

表 1-13 スイッチ電源モジュールの LED （続き）

表 1-14 ファン モジュールの切り替え

フ ァン  モジュール 説明

FAN-T1= ファン  モジュール

Catalyst 3650 48PoE+ 4X1G

34
78

12

01X

13X12X

24X 25X

36X 37X

48X

ACTV 
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第 1 章      製品概要

管理オプシ ョ ン
ファン  モジュールの取り付け方法およびファンの仕様については、 第 4 章 「ファンの取り付
け」 および付録 A 「技術仕様」 を参照して ください。

管理ポート

イーサネッ ト管理ポート

10/100/1000 イーサネッ ト管理ポート またはいずれかのコンソール ポート （図 1-7 を参照） を使用
して、 スイ ッチを Windows ワークステーシ ョ ンなどのホス トやターミナル サーバに接続できま
す。 10/100/1000 イーサネッ ト管理ポートは、 VPN ルーティング/転送 （VRF） インターフェイス
であ り、 RJ-45 ク ロス  ケーブルまたは RJ-45 ス ト レート  ケーブルを使用して接続します。

表 1-15 に、 イーサネッ ト管理ポート  LED の色と意味を示します。

RJ-45 コンソール ポート

RJ-45 コンソール ポート の接続には、 付属の RJ-45/DB-9 メ ス  ケーブルを使用します。

表 1-16 に、 RJ-45 コンソール ポート  LED の色とその意味を示します。

管理オプショ ン
• Configuration Wizard

Configuration Wizard は認証サーバを使用して  IP アド レス、 ローカル ユーザ名、 パスワー
ド または認証の設定後に最初のワイヤレス設定を完了できるよ うにする  Web ベースのコン
ト ローラ  ユーザ インターフェイス （UI） です。 Web UI を使用して、 すべての初期操作の
コン ト ローラ、 WLAN、 ラジオを設定し、 管理パラ メータを確立する、 セキュ リ テ ィ  ポ リ
シーを設定する、 ソフ ト ウェア管理コマン ドにアクセスする、 システム  ログおよびその他
のタス クを設定する こ とができます。

Configuration Wizard の使い方については、 Cisco.com にあるスイ ッチのソフ ト ウェア コン
フ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

表 1-15 イーサネッ ト管理ポート  LED

色 説明

グ リーン リ ンクはアップ状態ですが、 アクテ ィ ビテ ィ
はあ り ません。

緑色に点滅 リ ンクはアップ状態で、 アクテ ィ ビテ ィがあ
り ます。

消灯 リ ンクがダウンしています。

表 1-16 RJ-45 コンソール LED

色 説明

グ リーン RJ-45 コンソール ポート がアクテ ィブです。

消灯 ポートはアクテ ィブではあ り ません。
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管理オプシ ョ ン
• Cisco Network Assistant

Cisco Network Assistant は、 LAN に適した PC ベースのネッ ト ワーク管理 GUI アプ リ ケー
シ ョ ンです。 この GUI を使用する と、 スイ ッチ ク ラスタやスタン ドアロン  スイ ッチを設
定および管理できます。 Cisco Network Assistant は、 次の URL から無料でダウンロードで
きます。

http://www.cisco.com/pcgi-bin/tablebuild.pl/NetworkAssistant

Network Assistant アプ リ ケーシ ョ ンの起動については、 Cisco.com にある 『Getting Started 
with Cisco Network Assistant』 を参照して ください。

• Device Manager

スイ ッチのメモ リ内にある  Device Manager を使用する と、 個々のスタン ドアロン  スイ ッチ
を管理できます。 この Web インターフェイスによって、 設定とモニタ リ ングをすばやく実
行できます。 Device Manager には、 Web ブラウザを介して、 ネッ ト ワーク上のどこからで
もアクセスできます。 詳細については、 スター ト アップ ガイ ドおよび Device Manager のオ
ンラ イン  ヘルプを参照して ください。

• Cisco IOS CLI 

CLI を使用してスイ ッチおよびスイ ッチ ク ラスタ  メ ンバを設定し、 モニタできます。 CLI 
には、 スイ ッチのコンソール ポート に直接管理ステーシ ョ ンを接続するか、 リモー ト管理
ステーシ ョ ンから  Telnet を使用してアクセスできます。 詳細については、 Cisco.com にある
スイ ッチのコマン ド  リ フ ァレンスを参照して ください。

• Cisco Prime Infrastructure

Cisco Prime Infrastructure は、 Cisco Prime Network Control System （NCS） のワ イヤレス機能
および Cisco Prime LAN Management Solution （LMS） の有線機能を、 Cisco Prime Assurance 
Manager のアプ リ ケーシ ョ ン  パフォーマンス  モニタ リ ングおよび ト ラブルシューティ ング
の機能と組み合わせます。 詳細については、 Cisco.com で Cisco Prime Infrastructure のド
キュ メ ン ト を参照して ください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12239/index.html

ネッ トワーク構成

ネッ ト ワーク構成の概念と、 スイ ッチを使用して専用ネッ ト ワーク  セグ メ ン ト を作成しギガ
ビッ ト  イーサネッ ト で相互接続する例については、 Cisco.com にあるスイ ッチのソフ ト ウェア  
コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。
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第 章2

スイッチの設置

この章では、 Catalyst 3650 スイ ッチの設置方法と接続方法について説明します。 また、 スイ ッ
チをスタ ッ ク構成にする際のプランニングおよび接続上の考慮事項についても取り上げます。
以下の各項の説明を読み、 この順番で手順を進めて ください。

• 「設置の準備」 （P.2-1）

• 「ス イ ッチのデータ  スタ ッ クのプランニング」 （P.2-4）

• 「ス イ ッチの設置」 （P.2-9）

• 「StackWise ポートへの接続」 （P.2-15）

• 「装置と イーサネッ ト  ポート の接続」 （P.2-19）

• 「次の作業」 （P.2-21）

ス イ ッチの初期設定、 スイ ッチの IP アド レスの割り当て方法、 および電源情報については、
Cisco.com にあるスイ ッチのク イ ッ ク  スター ト  ガイ ドを参照して ください。

設置の準備
• 「安全上の警告」 （P.2-1）

• 「取り付けに関するガイ ド ラ イン」 （P.2-3）

• 「および機器」 （P.2-4）

安全上の警告

こ こでは、 設置の基本的な注意事項と警告事項について説明します。 警告の各国語版は、
『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 3650 Switch』 に記載されています。
このドキュ メ ン トは Cisco.com から入手できます。 インス ト レーシ ョ ン手順を開始する前に、
こ こに記載されている内容をお読みください。

警告 電力系統に接続された装置で作業する場合は、 事前に、 指輪、 ネックレス、 腕時計などの装身
具を外して く ださい。 金属は電源やアースに接触すると、 過熱して重度のやけどを引き起こし
たり、 金属類が端子に焼き付いたりすることがあります。 ステート メン ト  43
2-1
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設置の準備
警告 他の装置の上にシャーシを積み重ねないで く ださい。 シャーシが落下すると、 大けがをした
り、 装置が損傷したりすることがあります。 ステート メン ト  48 

警告 セン ト ラル オフ ィス環境で使用するイーサネッ ト  ケーブルにはシールドが必要です。 ステー
ト メン ト  171

警告 Voice over IP （VoIP） サービスおよび緊急コール サービスは、 電源障害や停電が発生している
場合は機能しません。 電源が復旧した後、 VoIP および緊急コール サービスへ再びアクセスで
きるように機器のリセッ トまたは再設定をする必要がある場合があります。 米国では、 この緊
急番号は 911 です。 国内の緊急番号を確認してお く必要があります。 ステート メン ト  361

警告 雷が発生しているときには、 システムに手を加えたり、 ケーブルの接続や取り外しを行ったり
しないで く ださい。 ステート メン ト  1001

警告 設置手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。 ステート メン ト  1004

警告 この装置は、 立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。 立ち入りが制限された
場所とは、 特殊な工具、 錠と鍵、 またはその他のセキュリテ ィ手段を使用しないと入れない場
所を意味します。 ステート メン ト  1017

警告 いつでも装置の電源を切断できるように、 プラグおよびソケッ トにすぐ手が届く状態にしてお
いて く ださい。 ステート メン ト  1019

警告 必ず銅の導体を使用して く ださい。 ステート メン ト  1025

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

警告 本製品の最終処分は、 各国のすべての法律および規制に従って行って く ださい。 ステート メン
ト  1040
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設置の準備
警告 この装置が設置された建物の外部の接続に関しては、 集積回路保護が施された、 認定された
ネッ トワーク終端装置を通して、 10/100/1000 イーサネッ ト  ポートに接続する必要があります。
ステート メン ト  1044

警告 システムの過熱を防止するために、 周囲温度が次の推奨最高値を超える場所では使用しないで
く ださい。 推奨最高温度 ： 45°C （113°F） ステート メン ト  1047

警告 スイッチ内部にはユーザが保守できる部品はありません。 筐体を開けないで く ださい。 ステー
ト メン ト  1073

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。 ステート メン ト  1074

警告 通気の妨げにならないように、 通気口の周囲に少な く とも次の隙間を確保して く ださい。 3 イ
ンチ （7.6 cm） ステート メン ト  1076

（注） この製品のアース  アーキテクチャは DC 絶縁 （DC-I） 方式です。

取り付けに関するガイドライン

スイ ッチを設置する前に、 次の注意事項が守られている こ と を確認して ください。

• 前面パネルおよび背面パネルまでのスペースについて、 次を確認して ください。

– 前面パネルのインジケータが見やすい。

– スイ ッチの背面パネルから周囲までの空間が 4.4 インチ （11.1 cm） 以上である こ と。

– ポート に無理な く ケーブルを接続できる こ と。

– AC 電源コードが AC 電源コンセン ト からスイ ッチの背面パネル上のコネク タに届く。

– SFP または SFP+ モジュールの最小曲げ半径およびコネク タ長の制限を満たしている。
詳細は、 SFP または SFP+ モジュールのマニュアルを参照して ください。

• オプシ ョ ンの 1025 W 電源モジュール （PWR-C2-1025WAC=） を使用する場合は、 スイ ッチ
をラ ッ クに搭載してから電源モジュールを取り付けます。

• スイ ッチを移動する前に、 電源モジュールおよびファン  モジュールがシャーシに確実に取
り付けられている こ と を確認して ください。

• 1025 W 電源モジュールを搭載したスイ ッチの上または下のスイ ッチで、 スイ ッチの電源
コードを抜き差しする場合は、 スイ ッチから電源モジュールを取り外さないと電源コード
に手が届かない場合あ り ます。

• ケーブルがラジオ、 電源コード、 蛍光灯などの電気ノ イズ源から離れている こ と。 また、
ケーブルを損傷する可能性のある他の装置から離して安全に配線して ください。

• イーサネッ ト  ポート の銅線接続の場合、 スイ ッチから接続先装置までのケーブル長は 328
フ ィー ト （100 m） 以内である。
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スイッチのデータ  スタ ックのプランニング
• SFP+ モジュールの接続のケーブル要件については、 「ケーブルおよびアダプタの仕様」
（P.B-5） を参照して ください。 各ポートはケーブルの反対側の波長仕様と一致させる必要
があ り ます。 また、 ケーブルは最大のケーブル長を超えないものと します。

• 動作環境が付録 A 「技術仕様」 に記載されている範囲内に該当している。

• スイ ッチの周囲や通気口のエアーフローが妨げられないこ と。

• 装置周辺の温度が 45 °C （113 °F） を超えないこ と。 閉じたラ ッ ク またはマルチラ ッ クにス
イ ッチを設置する場合は、 周辺温度が室温よ り高くなる こ とがあ り ます。

• シスコ製イーサネッ ト  スイ ッチは、 ファンやブロワーなどの冷却機構を備えています。 た
だし、 これらのファンやブロワーは、 埃やその他の粒子を吸い込んでシャーシ内に汚れが
蓄積し、 システムの故障の原因となる こ とがあ り ます。 この装置は、 できるだけ埃や導電
性の異物 （建設作業などによる金属薄片など） のない環境に設置する必要があ り ます。

および機器

次の工具と機器を用意します。

• スイ ッチをラ ッ クに設置するための No.2 プラス  ド ラ イバ。

• StackWise アダプタを取り付ける、StackWise アップグレード  キッ ト に付属の Torx T15 キー
または Torx T15 ド ラ イバ。

スイッチ動作の確認

ラ ッ ク、 卓上、 または棚にスイ ッチを設置する前に、 スイ ッチに電源を投入し、 スイ ッチが 
POST を正常に実行する こ と を確認します。PC と スイ ッチを接続して Express Setup を実行する
手順については、 スター ト アップ ガイ ドの 「Express Setup の実行」 を参照して ください。

スイッチの電源切断

POST が正常に完了したら、 スイ ッチから電源コードを取り外します。 第 2 章 「スイ ッチの設
置」 の説明に従って、 スイ ッチをラ ッ ク、 卓上、 または棚に設置します。

スイッチのデータ  スタ ックのプランニング 
Catalyst 3650 スイ ッチは、 データ  スタ ッ ク構成を使用して帯域幅を共有できます。

• 「ス イ ッチをスタ ッ ク構成にする場合の注意事項」 （P.2-5）

• 「データ  スタ ッ クのケーブル接続方法」 （P.2-5）

• 「データ  スタ ッ クの帯域幅およびスタ ッ クの区分の例」 （P.2-6）

• 「ス イ ッチ データ  スタ ッ クの電源投入シーケンス」 （P.2-7）

• 「ス イ ッチ スタ ッ ク  メ ンバーシップの変更」 （P.2-8）
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スイッチのデータ  スタ ックのプランニング
スイッチをスタ ック構成にする場合の注意事項

スイ ッチ スタ ッ クを管理するための一般的な概念と手順については、 Cisco.com で提供されて
いる ソフ ト ウェア  コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

スタ ッ ク構成をイネーブルにするには、 StackWise アダプタがスタ ッキング  ポート に取り付け
られている必要があ り ます。 StackWise ケーブルはスタ ッキング  ポート の StackWise アダプタ
を接続します。 スタ ッ ク構成で発注したスイ ッチには、 StackWise アダプタがあらかじめ取り
付けられています。 スイ ッチがスタ ッ ク構成で発注されていない場合、 アダプタを別に購入し
て取り付ける必要があ り ます。

スタ ッ ク内のスイ ッチど う しを接続する前に、 スタ ッ ク構成に関する次の注意事項を確認して
ください。

• スイ ッチおよびオプシ ョ ンの電源モジュールのサイズ。 1025 W 電源モジュールは他のモ
ジュールよ り も長さがあ り ます。 同じ電源モジュールを搭載したスイ ッチでスタ ッ クを構
成する と、 スイ ッチど う しの接続が簡単にな り ます。 スイ ッチの寸法については、 付録 A
「技術仕様」 を参照して ください。

• StackWise ケーブルの長さ。 スタ ッ クの構成方法によって、 必要な  StackWise ケーブルの長
さは異な り ます。 発注時に StackWise ケーブルの長さを指定していない場合、 付属する
ケーブルは 0.5 m とな り ます。 1 m または 3 m のケーブルが必要な場合は、 シスコの代理店
にご注文ください。 ケーブルの部品番号については、 「StackWise ケーブル」 （P.B-5） を参
照して ください。 推奨される構成例については、 「データ  スタ ッ クのケーブル接続方法」
（P.2-5） を参照して ください。

• StackWise ケーブルの最小の曲げ半径および巻きの直径。 シスコは、 各 StackWise ケーブル
の最小の曲げ半径および巻きの直径を推奨しています。 詳細については、 「StackWise ケー
ブルの最小の曲げ半径および巻きの直径」 （P.B-6） の表 B-1を参照して ください。

• データ  スタ ッ クは、 1 つのスタ ッ ク内に最大 9 台のスイ ッチで作成できます。

（注） Catalyst 3650 スイ ッチおよび Catalyst 3850 スイ ッチの混在するスイ ッチ スタ ッ クを作成する こ
とはできません。

データ  スタ ックのケーブル接続方法

図 2-1 は、 付属の 0.5 m の StackWise ケーブルを使用した接続の推奨例です。 この例では、 ス
タ ッ ク内のスイ ッチは垂直ラ ッ ク または卓上に設置されています。 この構成で冗長接続機能が
可能にな り ます。
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スイッチのデータ  スタ ックのプランニング
この接続例 （図 2-1） では、 付属している  0.5 m の StackWise ケーブルを使用しています。 この
例では、 冗長接続を実現するフル リ ング構成を示しています。

図 2-1 0.5 m の StackWise ケーブルを使用した、ラ ックまたは卓上での Catalyst 3650 スイッチ
のデータ  スタ ック

図 2-2 は、 スイ ッチを並列接続する場合の推奨例です。 1 m および 3 m の StackWise ケーブルを
使用してスイ ッチを接続します。 この構成で冗長接続機能が可能にな り ます。

図 2-2 横に並べて設置した最大 4 台のスイッチによるデータ  スタ ック  

データ  スタ ックの帯域幅およびスタ ックの区分の例

こ こでは、 データ  スタ ッ クの帯域幅とデータ  スタ ッ クの区分について図示しながら説明します。

図 2-3 は、 全帯域幅と冗長性を備えた StackWise ケーブル接続を実現する、 Catalyst 3650 ス
イ ッチのデータ  スタ ッ クを示しています。

図 2-3 全帯域幅を使用できるデータ  スタ ックの例
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スイッチのデータ  スタ ックのプランニング
図 2-4 は、 StackWise ケーブル接続が不完全な Catalyst 3650 スイ ッチのスタ ッ ク例を示します。
このよ う なスタ ッ クでは、 帯域幅を半分しか使用できません。 また、 接続の冗長性も確保され
ません。

図 2-4 使用できる帯域幅が半分になるデータ  スタ ックの例

図 2-5 および図 2-6 は、 フェールオーバー条件の Catalyst 3650 スイ ッチのデータ  スタ ッ クで
す。 図 2-5 では、 リ ンク  2 の StackWise ケーブルが不良です。 したがって、 このスタ ッ ク構成
では帯域幅を半分しか使用できず、 接続の冗長性も確保されません。 図 2-6 では、 リ ンク  2 が
不良です。 したがって、 このスタ ッ クは 2 つのスタ ッ クに分離し、 最上部と最下部のスイ ッチ
がこのスタ ッ クの中でアクテ ィブ スイ ッチにな り ます。 最下部のスイ ッチがメ ンバー （アク
テ ィブ スイ ッチでもな く、 スタンバイ  スイ ッチでもないスイ ッチ） の場合、 このスイ ッチは
リ ロード されます。

図 2-5 フェールオーバー条件のデータ  スタ ックの例

図 2-6 フェールオーバー条件でデータ  スタ ックが区分される例

スイッチ データ  スタ ックの電源投入シーケンス

スタ ッ ク内のスイ ッチに電源を投入する前に、 次の注意事項を確認して ください。

• スイ ッチの電源を投入する順序によって、 どのスイ ッチがアクテ ィブ スイ ッチにな り、 ど
のスイ ッチがスタンバイ  スイ ッチになるかが異な り ます。

• アクテ ィブ スイ ッチを選択する方法は 2 通り あ り ます。

– 特定のスイ ッチをアクテ ィブ スイ ッチにする場合は、 そのスイ ッチに最高のプラ イオ
リ テ ィ を設定します。 複数のスイ ッチでプラ イオ リ テ ィが等しい場合は、 MAC アド レ
ス値が最も小さいスイ ッチがアクテ ィブ スイ ッチにな り ます。

– 特定のスイ ッチをアクテ ィブ スイ ッチにする場合は、 最初にそのスイ ッチの電源を投
入します。 このスイ ッチは、 再選択が必要になるまでアクテ ィブ スイ ッチの状態を維
持します。 その後 2 分経過してから、 スタ ッ クにある残りのスイ ッチの電源を投入し
ます。 アクテ ィブ スイ ッチにするスイ ッチが特にない場合は、 1 分以内にスタ ッ クに
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スイッチのデータ  スタ ックのプランニング
あるすべてのスイ ッチの電源を投入します。 これらのスイ ッチはアクテ ィブ スイ ッチ
の候補とな り ます。 2 分経過してから電源を投入したスイ ッチは、 アクテ ィブ スイ ッ
チの選択対象から外されます。

スイ ッチの電源を切らずにスタ ッ クを変更した場合、 次の結果が発生する可能性があ り ます。

• 動作している  2 つの部分リ ング  スタ ッ クをスタ ッ ク  ケーブルを使用して互いに接続してい
る場合、 スタ ッ クのマージが発生する こ とがあ り ます。 この状況では、 スタ ッ ク全体 （ス
タ ッ クにあるすべてのスイ ッチ） が リ ロード されます。                  

• スタ ッ クにあるスイ ッチの中に、 スタ ッ クから完全に分離している ものがある と、 スタ ッ
クの分割が発生する こ とがあ り ます。

• フル リ ング  スタ ッ クでは、次の場合にスタ ッ クの分割が発生する可能性があ り ます。                                          

– 電源を切らずに、 稼働している複数のスイ ッチをスタ ッ クから切り離した場合。

– 電源を切らずに複数のスタ ッ ク  ケーブルを取り外した場合。                  

• 部分リ ング  スタ ッ クでは、 次の場合にスタ ッ クの分割が発生する可能性があ り ます。

– 電源を切らずにいずれかのスイ ッチをスタ ッ クから切り離した場合。

– 電源を切らずにいずれかのスタ ッ ク  ケーブルを取り外した場合。

• 分割されたスタ ッ クでは、 アクテ ィブ スイ ッチと スタンバイ  スイ ッチの場所に応じて、 2 
つのスタ ッ クが形成されるか （スタンバイ  スイ ッチは、 新し く形成されたスタ ッ クの新し
いアクテ ィブ スイ ッチと して引き継がれます）、 新し く形成されたスタ ッ クに属するすべ
てのメ ンバが リ ロード されます。

（注） これらの結果は、 スイ ッチがどのよ うに接続されているかによって異な り ます。 スタ ッ
クを分割せずに、 複数台のスイ ッチをスタ ッ クから切り離すこ とができます。

スタ ッ クの再選定が発生する条件や、 アクテ ィブ スイ ッチの手動選択が必要になる条件につい
ては、 次の URL の Cisco.com で、 スタ ッキング  ソフ ト ウェアのコンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ
ドを参照して ください。

http://www.cisco.com/go/cat3650_docs

スイッチ スタ ック  メンバーシップの変更 
スタ ッ ク  メ ンバを同一のモデルと交換した場合、 新たなスイ ッチ （プロビジ ョ ニングされるス
イ ッチと も呼びます） は交換されたスイ ッチと同じ メ ンバ番号を使用する と、 交換されたス
イ ッチと まった く同じ設定で機能します。

アクテ ィブ スイ ッチを削除した り、 電源の入ったスタン ドアロン  スイ ッチまたはスイ ッチ ス
タ ッ クを追加した り しないかぎ り、 メ ンバーシップの変更中も、 スイ ッチ スタ ッ クの動作は間
断な く継続されます。

（注） スイ ッチ スタ ッ クには、 必ず 1 個のアクテ ィブ スイ ッチおよび 1 個のスタンバイ  スイ ッチが
あ り ます。 アクテ ィブ スイ ッチには、 スイ ッチ スタ ッ クの保存済みの実行コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ファ イルが格納されています。 アクテ ィブ スイ ッチが使用不可能になった場合、 スタ
ンバイ  スイ ッチがアクテ ィブ スイ ッチの役割を担い、 スタ ッ クは継続して動作します。
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スイッチの設置
電源の入ったスイ ッチの場合。

• 電源の入ったスイ ッチの追加 （マージ） によ り、 すべてのスイ ッチは リ ロード し、 その中
から新しいアクテ ィブ スイ ッチを選定します。 新し く選定されたアクテ ィブ スイ ッチは、
その役割と設定を保持します。 他のすべてのスイ ッチは、 そのスタ ッ ク  メ ンバ番号を使用
可能な最小の番号に変更し、 新し く選定されたアクテ ィブ スイ ッチのスタ ッ ク設定を使用
します。

• 電源が入った状態のスタ ッ ク  メ ンバを取り外すと、 スイ ッチ スタ ッ クが、 それぞれ同じ設
定を持つ 2 つ以上のスイ ッチ スタ ッ クに分割 （パーティシ ョ ン化） されます。 そのため、
ネッ ト ワーク内で IP アド レス設定が競合してしま う こ とがあ り ます。 スイ ッチ スタ ッ クを
分離されたままにしておきたい場合は、新し く作成されたスイ ッチ スタ ッ クの IP アド レス
（複数の場合あ り ） を変更して ください。

新し く作成されたスイ ッチ スタ ッ クにアクテ ィブ スイ ッチまたはスタンバイ  スイ ッチがない
場合、 スイ ッチ スタ ッ クは リ ロード し、 新しいアクテ ィブ スイ ッチを選定します。

（注） スイ ッチ スタ ッ クに追加または削除するスイ ッチの電源がオフである こ と を確認します。

スタ ッ ク  メ ンバを追加または削除した後には、 スイ ッチ スタ ッ クが全帯域幅で稼働している
こ と を確認して ください。 スタ ッ ク  モード  LED が点灯するまで、 スタ ッ ク  メ ンバの Mode ボ
タンを押します。 スタ ッ ク内のすべてのスイ ッチでは、 右側の最後の 2 つのポート  LED がグ
リーンに点灯します。 スイ ッチ モデルに応じて、 右側の最後の 2 つのポートは 10 ギガビッ ト  
イーサネッ ト  ポート または Small Form-Factor Pluggable （SFP） モジュール ポート
（10/100/1000 ポー ト ） にな り ます。 スイ ッチの一方または両方の LED がグ リーンでない場合、
スタ ッ クは全帯域幅で稼働していません。

スタッ クを分割しないで、 電源が入ったスタッ ク  メンバを取り外す場合、 次の手順を実行します。

• 新規に作成されたスイ ッチ スタ ッ クのスイ ッチの電源をオフにします。

• それをそのスタ ッ ク  ポート を介して元のスイ ッチ スタ ッ クに再接続します。

• スイ ッチの電源を入れます。

スイッチの設置
• 「ラ ッ クへの設置」 （P.2-10）

• 「卓上または棚へのスイ ッチの設置」 （P.2-14）

• 「ス イ ッチを設置したあとの作業」 （P.2-14）

こ こに示す図では、Catalyst 3650-48 PoE+ スイ ッチを例と して取り上げています。他の Catalyst 
3650 スイ ッチも、 同様の手順で設置できます。
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スイッチの設置
ラックへの設置

19 インチ ラ ッ クにスイ ッチを設置するには、 こ こで説明する手順に従って ください。

スイ ッチには、 19 インチ ブラケッ ト が付属しています。 他の種類のラ ッ クにスイ ッチを設置
する場合は、 スイ ッチの付属品ではないオプシ ョ ンのブラケッ ト  キッ ト が必要にな り ます。
図 2-7 は、 マウン ト  ブラケッ トおよび部品番号を示しています。

警告 ラックへのユニッ トの設置や、 ラ ック内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防
ぐため、 システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認して く ださい。 安全を確
保するために、 次のガイド ラインを守って く ださい。

• ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。

• ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番に取り付け
ます。

• ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置を設置

したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メン ト  1006
2-10
Catalyst 3650 スイッチ ハードウェア インス ト レーシ ョ ンガイ ド

OL-29734-01-J



第 2 章      スイッチの設置
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図 2-7 ラ ックマウン ト  ブラケッ ト

ラ ックマウン ト  ブラケッ トの取り付け

スイ ッチをラ ッ クに搭載するには、 フラ ッ トヘッ ド  ネジを  4 本使用して、 ブラケッ ト の長い側
をスイ ッチの前面または背面のマウン ト位置に取り付けます （図 2-8）。 4 本のネジを使用して、
フロン ト マウン ト位置にブラケッ ト を取り付けます。

1 19 インチ ブラケッ ト （RACK-KIT-T1=） 4 23 インチ ブラケッ ト （RACK-KIT-T1=）

2 4 点マウン ト用延長レールおよびブラケッ
ト （19 インチ ブラケッ ト を含む） 
（4PT-KIT-T1=）

5 24 インチ ブラケッ ト （RACK-KIT-T1=）

3 ETSI ブラケッ ト （RACK-KIT-T1=）
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1

33
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01

3 4 5
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図 2-8 19 インチ ラック用ブラケッ トの取り付け

1 リ アマウン ト の位置

2 No.8 フラ ッ トヘッ ド  ネジ

3 フロン ト マウン ト の位置

Catalyst 3650 48 PoE+ 4X10G

Catalyst 3650 48 PoE+ 4X10G

2

2

2

2

34
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13

2

2

3

2

2

1

3

WR-C2-640WAC
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スイッチの設置
ラックへのスイッチの取り付け

スイ ッチにブラケッ ト を取り付けてから、 付属の小ネジでブラケッ ト をラ ッ クに取り付けます
（図 2-10）。 ブラ ッ クの小ネジを使用して、 左右いずれかのブラケッ ト にケーブル ガイ ドを取り
付けます。

スイ ッチの設置が完了したら、 スイ ッチの設定の詳細について  「ス イ ッチを設置したあとの作
業」 （P.2-14） を参照して ください。

図 2-9 ラ ックへのスイッチの取り付け

スイ ッチのインス ト レーシ ョ ンが完了したら、 スイ ッチの設定の詳細について 「スイ ッチを設
置したあとの作業」 （P.2-14） を参照して ください。

1 小ネジ、 ブラ ッ ク 3 フロン ト マウン ト の位置

2 ケーブル ガイ ド 4 No. 12 または No. 10 の小ネジ

21 4

3

12X13X

24X25X

36X

48X
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第 2 章      スイッチの設置    
スイッチの設置
卓上または棚へのスイッチの設置

スイ ッチを卓上または棚に設置する場合は、 マウン ト キッ ト の中からゴム製の脚が付いた粘着
ス ト リ ップを取り出します。 シャーシ底面のくぼみにゴム製の脚を  4 つ取り付けます （図 2-10 
を参照）。

図 2-10 卓上または棚に設置する場合のパッ ドの接着

スイ ッチのインス ト レーシ ョ ンが完了したら、 スイ ッチの設定の詳細について  「ス イ ッチを設
置したあとの作業」 （P.2-14） を参照して ください。

スイッチを設置したあとの作業

スイ ッチを設置したあと、 次の作業が必要にな り ます。

• Express Setup を実行してスイ ッチの初期設定を開始し、 スイ ッチの設定を行います。 手順
については、 スイ ッチに付属のスター ト アップ ガイ ドを参照して ください。 Cisco.com か
ら も入手できます。

• CLI セッ ト アップ プログラムを使用して、 スイ ッチの初期設定を開始します。付録 C 「CLI 
ベースのセッ ト アップ プログラムによるスイ ッチの設定」 を参照して ください。

• 前面パネルのポート に接続します。 「装置と イーサネッ ト  ポート の接続」 （P.2-19） を参照
して ください。

1 接着パッ ド

1
1

34
77

93

PWR-C2-640WAC

PWR-C2-640WAC
CONSOLE MGMT
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第 2 章      スイッチの設置

StackWise ポートへの接続
StackWise ポートへの接続 
StackWise ケーブルを接続する前に、 「スイ ッチのデータ  スタ ッ クのプランニング」 （P.2-4） を確
認します。 スイ ッチの相互接続には必ずシスコ認定の StackWise ケーブルを使用して ください。

注意 StackWise ケーブルの取り外しや取り付けを行う と、 ケーブルの耐用期間が短く なる場合があ
り ます。 絶対に必要な場合を除き、 ケーブルの頻繁な取り外し と取り付けは避けて ください
（このケーブルでサポート されている取り外し と取り付けの最大回数は 200 回です）。

ステップ 1 StackWise ケーブルからダス ト  カバーを取り外し、 後で使用できるよ うに保管しておきます。

スタ ッ ク構成をイネーブルにするには、 StackWise アダプタが StackWise ポートに取り付けられて
いる必要があ り ます。 デフォルト設定では、 StackWise アダプタ  ブランクが StackWise ポートに
取り付けられています。 StackWise スタ ッ ク構成をスイ ッチと一緒に発注した場合、 StackWise ア
ダプタは StackWise ポートにすでに取り付けられており、 手順 4 に進むこ とができます。

ステップ 2 図 2-11 に示すよ うに、 スタ ッキング  キッ ト （または Torx T15 ド ラ イバ） で提供される  Torx 
T15 アレン  キーを使用して目的の StackWise ポート から  StackWise アダプタ  ブランクを取り外
します。 後で使用できるよ うに保管しておきます。

ステップ 3 図 2-12 に示すよ うに、 StackWise アダプタを目的の StackWise ポート に取り付け、 提供された 
Torx T15 キーまたは Torx T15 ド ラ イバを使用して固定します。

（注） StackWise アダプタの取り外しまたは取り付け前に、 ファン  モジュールを取り外す必要
はあ り ません。 システムの電源がオンのと きに取り付ける場合は、 ファンは常に取り付
けられた場所のまま動かさない必要があ り ます。

ステップ 4 StackWise ケーブルをスイ ッチの背面パネルの StackWise ポー ト に接続します。

a. StackWise ポートの StackWise アダプタ と  StackWise ケーブル コネク タの位置を合わせます。

b. StackWise ケーブル コネク タを  図 2-13 に示すよ うに、 StackWise ポート に挿入します。 シ
スコのロゴがコネク タの上面にある こ と を確認します。

c. ネジ （時計回り ） を指で締めます。

ステップ 5 ケーブルのも う一端を他のスイ ッチのポート に接続し、 指でネジを締め付けます。 締めすぎな
いよ うに注意して ください。
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第 2 章      スイッチの設置    
StackWise ポートへの接続
図 2-11 StackWise ポートから  StackWise アダプタ  ブランクを取り外す

図 2-12 StackWise ポートへの StackWise アダプタの取り付け

1 Torx T15 ド ラ イバ 4 StackWise アダプタ  ブランク

2 アセンブ リのネジ 5 StackWise ポート

3 シスコ  ロゴ 6

CONSOLE
MGMT
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2

3

5

1 Torx T15 ド ラ イバ 4 StackWise アダプタ

2 アセンブ リのネジ 5 StackWise ポート

3 シスコ  ロゴ
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SFP モジュールおよび SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
図 2-13 StackWise アダプタへの StackWise ケーブルの接続

コネク タから  StackWise ケーブルを取り外す必要がある場合は、 接続しているネジを完全に外
します。 コネク タを使用しない場合は、 ダス ト  カバーを取り替えて ください。

（注） StackWise ケーブルを取り外しにくい場合は、 ケーブル ネジを取り外すのにマイナス  ド ラ イバ
を使用できます。 ド ラ イバはケーブルの取り外しにのみ使用でき、 ケーブルの取り付けに使用
する場合は滑り落ちるよ うに設計されています。

 SFP モジュールおよび SFP+ モジュールの取り付けおよび
取り外し

SFP および SFP+ の詳細については、 以下の各項を参照して ください。

• 「SFP および SFP+ モジュールの取り付け」 （P.2-18）

• 「SFP または SFP+ モジュールの取り外し」 （P.2-19）

1 StackWise ケーブル 3 StackWise ポート に取り付けられた StackWise 
アダプタ

2 シスコ  ロゴ

CONSOLE
MGMT

34
78

41

21

3
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SFP モジュールおよび SFP+ モジュールの取り付けおよび取り外し
SFP および SFP+ モジュールの取り付け

サポート されている  SFP モジュールおよび SFP+ モジュールの一覧については、 「SFP および 
SFP+ モジュール」 （P.1-9）、 および Cisco.com にあるスイ ッチの リ リース  ノー ト を参照して く
ださい。 スイ ッチには、 必ずサポート される  SFP モジュールを使用して ください。

ケーブル仕様については、 付録 B 「コネク タおよびケーブルの仕様」 を参照して ください。

警告 クラス 1 レーザー製品です。 ステート メン ト  1008

• SFPモジュール ポートの埃よけプラグ、 または光ファ イバ ケーブルのゴム製キャ ップは、
ケーブルを接続する準備が整う までは取り外さないでください。 これらのプラグおよび
キャ ップは、 モジュール ポートやケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

• SFP モジュールの取り外しや取り付けを行う と、 モジュールの耐用期間が短く なる可能性
があ り ます。 SFP モジュールの取り外しや取り付けは、 必要最低限にして ください。

• 静電破壊を防ぐため、 ケーブルをスイ ッチや他の装置に接続する場合は、 ボードおよびコ
ンポーネン ト を正しい手順で取り扱う よ うにして ください。

次の注意事項をよ くお読みください。

ステップ 1 手首に静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、 ス ト ラ ップの機器側をアース表面に接続し
ます。

ステップ 2 SFP モジュールは、 送信側 （TX） および受信側 （RX） の印があるほ うが上面です。

SFP モジュールによっては、 送信側と受信側 （TX と  RX） の印の代わりに、 接続の方向を示す
矢印が付いている場合もあ り ます。

ステップ 3 ベールクラスプ ラ ッチ付きの SFP モジュールの場合は、 ロッ ク解除の位置までラッチを開きます。

ステップ 4 モジュールをスロ ッ ト の開口部に合わせて、 コネク タをスロ ッ ト の奥にはめ込みます。

図 2-14 アップリンク  ポートへの SFP モジュールの取り付け

ステップ 5 モジュールにベール ク ラスプ ラ ッチが付いている場合は、 ラ ッチを閉じて SFP モジュールを
固定します。

ステップ 6 SFP のダス ト  プラグを取り外して保管します。

ステップ 7 SFP ケーブルを接続します。

34
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第 2 章      スイッチの設置

装置とイーサネッ ト  ポートの接続
図 2-15 アップリンク  ポートに取り付けられた SFP モジュールへの SFP ケーブルの接続 

SFP または SFP+ モジュールの取り外し

ステップ 1 手首に静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用して、 ス ト ラ ップの機器側をアース表面に接続し
ます。

ステップ 2 SFP モジュールからケーブルを取り外します。 ケーブル コネク タ  プラグを再び取り付ける際に
は、 送信 （TX） と受信 （RX） を間違えないよ うに注意して ください。

ステップ 3 光インターフェイスを清潔に保つために、 SFP モジュールの光ポート にダス ト  プラグを取り付
けます。

ステップ 4 ベールク ラスプ ラ ッチ付きのモジュールの場合は、 ベールを下げて、 モジュールを取り外しま
す。 指でラ ッチを開けない場合は、 小型のマイナス  ド ラ イバなどの細長い工具を使用してラ ッ
チを開きます。

ステップ 5 SFP モジュールを持ち上げて、 スロ ッ ト からゆっ く り引き出します。

ステップ 6 SFP モジュールは、 静電気防止用袋に収めるか、 その他の保護環境下に置いて ください。

装置とイーサネッ ト  ポートの接続
• 「10/100/1000 イーサネッ ト  ポー ト の接続」 （P.2-20）

• 「PoE+ ポート の接続」 （P.2-20）

注意 カテゴ リ  5e およびカテゴ リ  6 のケーブルには、 高レベルの静電気が蓄積される こ とがあ り ま
す。 必ずケーブルを適切かつ安全な方法でアースしてから、 スイ ッチや他の装置に接続して く
ださい。

34
77

73

48X

Catalyst 3650 48 PoE+ 2X10G

TE3 TE4
G3 G4
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装置とイーサネッ ト  ポートの接続
10/100/1000 イーサネッ ト  ポートの接続

10/100/1000 イーサネッ ト  ポー トは、 RJ-45 コネク タ と イーサネッ ト  ピン割り当てを使用しま
す。 最大ケーブル長は 328 フ ィー ト （100 m） です。 100BASE-TX と  1000BASE-T の ト ラ
フ ィ ッ クでは、 カテゴ リ  5、 カテゴ リ  5e、 またはカテゴ リ  6 のシールドなしツイス トペア  ケー
ブルが必要です。 10BASE-T ト ラフ ィ ッ クでは、 カテゴ リ  3 またはカテゴ リ  4 のケーブルを使
用できます。

スイ ッチ上では、 自動ネゴシエーシ ョ ン機能がデフォル ト でイネーブルになっています。 この
機能がイネーブルになっている と、 スイ ッチ ポートは接続先の速度で動作するよ うに自動的に
設定されます。 接続先の装置が自動ネゴシエーシ ョ ンをサポート していない場合は、 ポー ト の
速度およびデュプレッ ク スのパラ メータを明示的に設定できます。 性能を最大限に引き出すた
めに、 ポー ト で速度とデュプレ ッ ク スの両方を自動ネゴシエートするか、 接続の両端でポート
速度とデュプレ ッ ク スのパラ メータを設定します。

簡易接続の場合、 スイ ッチの Automatic Medium-Dependent Interface crossover （auto-MDIX） 機
能はデフォル ト でイネーブルに設定されています。 auto-MDIX 機能がイネーブルになっている
場合は、 スイ ッチで銅線イーサネッ ト接続に必要なケーブル タ イプが検出され、 それに応じて
インターフェイスが設定されます。 したがって、 スイ ッチの 10/100/1000 イーサネッ ト  ポート
への接続には、 接続先装置のタイプに関係な く、 ク ロス  ケーブルと ス ト レー ト  ケーブルのい
ずれも使用できます。

自動ネゴシエーシ ョ ンおよび Auto-MDIX をイネーブルまたはディセーブルにする方法の詳細
については、 Cisco.com で提供されている ソフ ト ウェア  コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ド または
スイ ッチのコマン ド  リ フ ァレンスを参照して ください。

Auto-MDIX がディセーブルの場合は、 表 2-1 に従って正しいケーブルを選択し、 スイ ッチの 
10/100/1000 イーサネッ ト  ポー ト を他の装置に接続します。 ケーブルのピン割り当てについて
は、 「ケーブルおよびアダプタの仕様」 （P.B-5） を参照して ください。

PoE+ ポートの接続

10/100/1000 PoE+ ポート には、 「10/100/1000 イーサネッ ト  ポート の接続」 （P.2-20） の説明にあ
る ものと同様な自動ネゴシエーシ ョ ン設定およびケーブル要件があ り ます。 これらのポート
は、 PoE または PoE+ インラ イン  パワーを提供できます。

PoE インラ イン  パワーは、 IEEE 802.3af 規格に準拠した装置、 およびシスコ独自規格の IP 
Phones および Cisco Aironet Access Points をサポート します。 各ポートは最大 15.4 W の PoE 電
力を供給できます。

表 2-1 推奨イーサネッ ト  ケーブル （Auto-MDIX がディセーブルの場合）

デバイス クロス ケーブル1

1. 100BASE-TX と  1000BASE-T の ト ラフ ィ ッ クでは、 カテゴ リ  5、 カテゴ リ  5e、 または
カテゴ リ  6 の 4 ツイス ト  ペア ケーブルが必要です。 10BASE-T ト ラフ ィ ッ クでは、 カテ
ゴ リ  3 またはカテゴ リ  4 のケーブルを使用できます。

ス ト レート  ケーブル 1

スイ ッチと スイ ッチ Yes No

スイ ッチとハブ Yes No

スイ ッチと コンピュータま
たはサーバ

No Yes

スイ ッチとルータ No Yes

スイ ッチと  IP Phone No Yes
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次の作業
PoE+ インラ イン  パワーは、 IEEE 802.3at 標準に準拠した装置をサポート し、 すべてのスイ ッ
チ ポート に対して 1 ポー ト あた り最大 30W の PoE+ 電力を供給します。

24 および 48 ポート  スイ ッチで PoE および PoE+ をサポートするのに必要な電源モジュールに
ついては、 表 1-12 （P.1-19） を参照して ください。

必要な電源モジュールおよび PoE 仕様の詳細については、 「電源モジュール」 （P.1-18） および
付録 A 「技術仕様」 を参照して ください。

（注） IEEE 802.3af をフル サポート していない Cisco IP Phone やアクセス  ポイン ト など、 レガシー装
置の多くは、 ク ロス  ケーブルでスイ ッチに接続する と  PoE をサポート しない場合があ り ます。

注意 PoE の障害は適合しないケーブルや受電デバイスが PoE ポート に接続された場合に起こ り ま
す。 シスコ独自規格の IP Phone、 ワ イヤレス  アクセス  ポイン ト 、 または IEEE 802.3af に準拠し
た装置を  PoE ポート に接続するには、 必ず標準に準拠したケーブル配線を使用して ください。
PoE エラーの原因になるケーブルまたは装置はネッ ト ワークから取り除く必要があ り ます。

警告 Voice over IP （VoIP） サービスおよび緊急コール サービスは、 電源障害や停電が発生している
場合は機能しません。 電源が復旧した後、 VoIP および緊急コール サービスへ再びアクセスで
きるように機器のリセッ トまたは再設定をする必要がある場合があります。 米国では、 この緊
急番号は 911 です。 国内の緊急番号を確認してお く必要があります。 ステート メン ト  361

警告 絶縁されていない金属接点、 導体、 または端子を  Power over Ethernet （PoE） 回路の相互接続
に使用すると、 電圧によって感電事故が発生することがあります。 危険性を認識しているユー
ザまたは保守担当者だけに立ち入りが制限された場所を除いて、 このような相互接続方式を使
用しないで く ださい。 立ち入りが制限された場所とは、 特殊な工具、 錠と鍵、 またはその他の
セキュリテ ィ手段を使用しないと入れない場所を意味します。 ステート メン ト  1072

次の作業
デフォル ト設定で十分な場合は、 これ以上のスイ ッチの設定作業は必要あ り ません。 デフォル
ト設定は、 次のいずれかの管理オプシ ョ ンを使用して変更できます。

• Network Assistant アプ リ ケーシ ョ ンを起動します （詳細については 『Getting Started with 
Cisco Network Assistant』 ガイ ド を参照して ください）。 この GUI によ り、 スイ ッチ ク ラス
タまたは個別のスイ ッチの設定とモニタができます。

• コンソールから  CLI を使用して、 ク ラスタのメ ンバまたは個別のスイ ッチと してスイ ッチ
を設定します。 スイ ッチで CLI を使用する方法については、 Cisco.com で提供されているス
イ ッチのコマン ド  リ フ ァレンスを参照して ください。

• Cisco Prime Infrastructure アプ リ ケーシ ョ ンを使用します。
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次の作業
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第 章3

電源の取り付け 

この章では、 電源モジュールを取り付ける手順について説明します。

• 「電源モジュールの概要」 （P.3-1）

• 「取り付けに関するガイ ド ラ イン」 （P.3-5）

• 「AC 電源モジュールの取り付けまたは交換」 （P.3-6）

• 「DC 電源モジュールの取り付け」 （P.3-7）

• 「電源モジュールのシ リ アル番号の確認」 （P.3-12）

電源モジュールの概要
スイ ッチは、 1 つまたは 2 つのアクテ ィブな電源モジュール。

AC モジュールを  2 つ、 DC モジュールを  2 つ、 または AC モジュール 1 つと  DC モジュール 1 
つを使用するか、 モジュール 1 つとブランク  カバーを使用できます。

（注） NEBS のインス トールでは、 DC モジュール を  2 つ、 または DC モジュール 1 つとブランク  カ
バー 1 つを使用できます。

スイ ッチが 1 つの電源だけを含めるよ うに設定されている場合、 すべてのスイ ッチは 2 つ目の
電源モジュール スロ ッ ト にブランク  カバーを取り付けて出荷されます。

表 3-1  に、 サポー ト される内部電源モジュールを示します。

表 3-1 電源モジュールの部品番号と説明

部品番号 説明

PWR-C2-1025WAC= 1025 W AC 電源モジュール

PWR-C2-640WAC= 640 W AC 電源モジュール

PWR-C2-250WAC= 250 W AC 電源モジュール

PWR-C2-640WDC= 640 W DC 電源モジュール

PWR-C2-BLANK= ブランク  カバー
3-1
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第 3 章      電源の取り付け    
電源モジュールの概要
使用可能な PoE の詳細については、 次の各項を参照して ください:

• 表 1-10 （P.1-19） （使用可能な PoE と対応する  AC 電源）

• 表 1-11 （P.1-19） （使用可能な PoE と対応する  DC 電源）

• 表 1-12 （P.1-19） （PoE と  PoE+、 のためのスイ ッチの電源モジュール要件）

250 W および 640 W の AC 電源モジュールは、 100 ～ 240 VAC の入力電圧をサポートするオー
ト レンジング  ユニッ ト です。 1025 W 電源モジュールは、 115 ～ 240 VAC の入力電圧をサポー
トするオート レンジング  ユニッ ト です。 640 W DC 電源モジュールには給電入力が 2 系統 （A 
および B） あ り 、 -36 ～ -72 VDC の入力電圧をサポート します。

（注） PoE 対応スイ ッチ モデルの 250 W AC 電源サポート の詳細については、 Cisco.com の 『Release 
Notes for the Cisco Catalyst 3650 Switch』 を参照して ください。

AC 電源モジュールには AC 電源コンセン ト に接続するための電源コードが、 それぞれ付属し
ています。 1025 W および 640 W モジュールは、 16 AWG コードを使用します （北米のみ）。 他
のすべてのモジュールは、 18 AWG コードを使用します。 DC 電源モジュールは DC 電源に接続
する必要があ り ます。

図 3-1 ～図 3-4 に電源モジュールを示します。

図 3-1 1025 W AC 電源モジュール

1 AC OK LED 4 AC 電源コード  コネク タ

2 PS OK LED 5 リ リース  ラ ッチ

3 AC 電源コード保持具 6 1025 W AC 電源モジュール

34
76

23

PWR-C2-1025WAC

AC OK
PS OK

3 5 64

1
2
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第 3 章      電源の取り付け

電源モジュールの概要
図 3-2 640 W AC 電源モジュール 

図 3-3 250 W AC 電源モジュール

1 AC OK LED 4 AC 電源コード  コネク タ

2 PS OK LED 5 リ リース  ラ ッチ

3 AC 電源コード保持具 6 640 W AC 電源モジュール

PS OK

AC OK

PWR-C2-250WAC

34
76

22

3 5 64

1 2

1 AC OK LED 4 AC 電源コード  コネク タ

2 PS OK LED 5 リ リース  ラ ッチ

3 AC 電源コード保持具 6 250 W AC 電源モジュール

PS OK

AC OK

PWR-C2-250WAC

34
76

22

3 5 64

1 2
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第 3 章      電源の取り付け    
電源モジュールの概要
図 3-4 640 W DC 電源モジュール

電源モジュール スロ ッ ト に電源モジュールを取り付けない場合は、 電源モジュール スロ ッ ト  
ブランク  カバーを取り付けて ください （図 3-5）。

図 3-5 電源モジュール スロッ ト  ブランク  カバー

1 640 W DC 電源モジュール 6 アース端子

2 DC OK LED 7 リ リース  ラ ッチ

3 PS OK LED 8 取手

4 入力電源端子 （プラス） 9 端子ブロ ッ クの安全カバー

5 入力電源端子 （マイナス）

DC OK

PWR-C2-640WDC

PS OK

DC INPUT-36V to--72V==21- 10.5AOUTPUT640 W MAX+12V== /20.83 A-54V ==/7.36 A

34
77

84

1

8

2 3

7

4 5 6 5 4

9

1 リ リース  ハンドル 2 固定ク リ ップ

34
77

81

2

1
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第 3 章      電源の取り付け

取り付けに関するガイ ド ライン
電源モジュールは 2 つのステータス  LED を備えています。

取り付けに関するガイドライン
表 3-1 に、 スイ ッチおよび互換性のある電源モジュールを示します。 電源モジュールまたは
ファン  モジュールの取り外しまたは取り付け時は、 次の注意事項に従って ください。

• 電源モジュールまたはファン  モジュールは、 無理にスロ ッ ト に押し込まないでください。
スイ ッチのピンがモジュール側と合っていない場合に、 ピンを破損するおそれがあ り ます。

• 電源モジュールがスイ ッチにしっかり取り付けられていないと、 システムの動作が停止す
る こ とがあ り ます。

• 電源モジュールの電源を遮断してから、 電源モジュールの取り外しまたは取り付けを行っ
て ください。

• 電源モジュールはホッ ト スワ ップ可能です。 全 PoE+ または電源共有モードなどの一部の
設定では、 電源モジュールを取り外すと、 1 台の電源装置の入力電力に合った電力バ
ジェ ッ ト になるよ う 、 受電装置がシャ ッ ト ダウンされます。 ネッ ト ワークの中断を最小限
に抑えるため、 電源供給されるすべてのポート用の十分な  PoE 電力が残りの電源に維持さ
れるよ う 、 電源をホッ ト  スワ ップします。

電力バジェ ッ ト を表示するスイ ッチ コマン ドについては、 ソフ ト ウェアのコンフ ィギュ
レーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

（注） PoE 対応スイ ッチ モデルの 250 W AC 電源サポート の詳細については、 Cisco.com の 『Release 
Notes for the Cisco Catalyst 3650 Switch』 を参照して ください。

注意 一方の電源モジュール スロ ッ ト が空の状態で、 スイ ッチを動作させないでください。 シャーシ
を正し く冷却するためには、 2 つのモジュール スロ ッ ト に電源またはブランク  カバーを取り付
ける必要があ り ます。

表 3-2 スイッチ電源モジュールの LED

AC 電源モジュール LED

AC OK 説明 PS OK 説明

消灯
（AC LED が消灯）

AC 電源が入力されていま
せん。

消灯 出力がディセーブルであるか、
または入力が動作範囲外です。

グ リーン AC 入力電源が供給されて
います。

グ リーン スイ ッチへ電力を供給してい
ます。

赤 出力が停止しました。

DC 電源モジュール LED

DC OK 説明 PS OK 説明

消灯
（DC LED が消灯）

DC 入力電源が供給されて
いません。

消灯 出力がディセーブルであるか、
または入力が動作範囲外です。

グ リーン DC 入力電源が供給されて
います。

グ リーン スイ ッチへ電力を供給してい
ます。

赤 出力が停止しました。
3-5
Catalyst 3650 スイッチ ハードウェア インス ト レーシ ョ ンガイ ド

OL-29734-01-J



第 3 章      電源の取り付け    
AC 電源モジュールの取り付けまたは交換
警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

警告 モジュールの取り付け中または取り外し中は、 空いているスロッ トやシャーシに手を入れない
で く ださい。 回路の露出部分に触れると、 感電のおそれがあります。 ステート メン ト  206

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

AC 電源モジュールの取り付けまたは交換

ステップ 1 元電源側の電源を切り ます。

ステップ 2 電源コードを電源コード保持具から外します。

ステップ 3 電源コードを電源コネク タから外します。

ステップ 4 電源モジュール右側の リ リース  ラ ッチを押し、 電源モジュールを引き出します （図 3-6）。

注意 スイ ッチの動作中は、 電源スロ ッ ト を  90 秒以上空けたままにしないでください。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。 すべての接続を取り外し、 装置
の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

ステップ 5 新しい電源を電源スロ ッ ト に差し込み、 スロ ッ ト の中にゆっ く り押します （図 3-6）。 正し く挿
入されれば、 250 W および 640 W 電源モジュール （電源コード保持具は含まない） は、 スイ ッ
チの背面パネルと面が揃います。 1025 W 電源モジュールは、 スイ ッチの背面パネルから  1.5 イ
ンチ突き出ます。
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第 3 章      電源の取り付け

DC 電源モジュールの取り付け
図 3-6 スイッチへの AC 電源モジュールの取り付け

ステップ 6 （任意） 電源コードをループ状にして、 電源コード保持具に通します （図 3-7）。

図 3-7 電源コード保持具を装着した AC 電源

ステップ 7 電源コードを電源モジュールに接続してから  AC 電源コンセン ト に接続します。 元電源側の電
源を投入します。

ステップ 8 電源モジュールの AC OK および PS OK の LED が緑に点灯している こ と を確認します。電源モ
ジュールの LED については、 表 1-13 を参照して ください。

DC 電源モジュールの取り付け
• 「必要な装置」 （P.3-8）

• 「ス イ ッチのアース接続」 （P.3-8）

• 「ス イ ッチへの DC 電源の取り付け」 （P.3-10）

• 「DC 入力電源の配線」 （P.3-11）

警告 DC 入力電源装置から伸びる露出したリード線は、 感電を引き起こす可能性があります。 DC 入
力電源線の露出部分が端子ブロック  プラグからはみ出ていないことを確認して く ださい。 ス
テート メン ト  122

警告 次の作業を行う前に、 DC 回路に電気が流れていないことを確認します。 ステート メン ト  1003

PWR-C2-640WAC

PWR-C2-640WAC

34
77

89

CONSOLE MGMT

34
77

69

AC OK

PWR-C2-640WAC 

PS OK

AC OK

PWR-C2-250WAC 

PS OK
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第 3 章      電源の取り付け    
DC 電源モジュールの取り付け
警告 この製品は、 設置する建物にシ ョート （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。 保護装置の定格電流が 25 A 以下であることを確認します。 ステート メン ト  1005

警告 容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。 ステート メン ト  1022

警告 電源端子には危険な電圧またはエネルギーが出ている場合があります。 端子が使用されていな
い場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁されていない伝導
体に触れないことを確認して く ださい。 ステート メン ト  1086

（注） この製品のアース  アーキテクチャは DC 絶縁 （DC-I） 方式です。

必要な装置

• 最大トルクが 15 lbf-in （pound-force-inch） の、 No. 2 プラス  ヘッ ド付きのラチェ ッ ト式ド ラ
イバ

• オプシ ョ ンで回転制御機構を備えた Panduit 製圧着工具 （モデル CT-720、 CT-920、
CT-920CH、 CT-930、 または CT-940CH）

• ワイヤ ス ト リ ッパ

• 単一孔アース接続の場合は、 12 ゲージの銅製アース線 （絶縁被膜付きまたは絶縁被膜なし）

• 二重孔アース接続の場合は、 8 ゲージの銅製アース線 （絶縁被膜付きまたは絶縁被膜なし）

• 二重孔アース  ラグおよび 2 本のネジ （DC 電源モジュールのアクセサ リ  キッ ト内に含まれ
ます） および単一孔アース  ラグおよびネジ （スイ ッチ アクセサ リ  キッ ト内に含まれます） 
二重孔ラグは、DC 電源が唯一の NEBS 準拠の電源オプシ ョ ンである  NEBS インス トール時
のスイ ッチの接地に必要です。

• 12 ゲージの銅線 （× 4）

• DC 電源モジュールのアクセサ リ  キッ ト内のフォーク タ イプ端子 （× 4）。 Dinkle 製 
DT-35-B25 式の端子ブロ ッ クの M3 ネジに適合するサイズの端子が必要です。

スイッチのアース接続

現地の接地手順に従って、 以下の警告を参照して ください。

警告 この装置は、 アースさせる必要があります。 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が正し
く取り付けられていない装置を稼働させたりしないで ください。 アースが適切かどうかはっきり
しない場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して ください。 ステート メン ト  1024

警告 装置を設置または交換する際は、 必ずアースを最初に接続し、 最後に取り外します。 ステート
メン ト  1046
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第 3 章      電源の取り付け

DC 電源モジュールの取り付け
注意 次のアース接続手順に従って、 UL 規格のラグ端子 （アクセサ リ  キッ ト に付属） を使用して く
ださい。

次の手順に従って、 単一孔アース  ラグまたは二重孔アース  ラグをスイ ッチに取り付けます。
設置場所のすべての接地要件が満たされている こ と を確認します。

ステップ 1 単一孔アース接続の場合は、 アース  ラグ用ネジと ラグ  リ ングを使用します。 NEBS のインス
トールではアース接続用の二重孔ラグを使用します。

ステップ 2 12 ゲージまたは 8 ゲージのアース線の被覆を、 0.5 インチ （12.7 mm） ± 0.02 インチ （0.5 mm）
取り除きます （図 3-8）。 推奨されている長さ以上に被覆を剥がすと、 コネク タからむき出しの
導線がはみ出る可能性があ り ます。 単一孔アース接続には 12 ゲージの銅製アース線を使用し
ます。 二重孔アース接続には 8 ゲージの銅製アース線を使用します。

図 3-8 アース線の被覆の除去

ステップ 3 アース  ラグの開放端に、 アース線の絶縁体を取り除いた部分を差し込みます。

ステップ 4 Panduit 製圧着工具を使用して、 アース  ラグをアース線に圧着します （図 3-9）。

図 3-9 アース ラグの圧着

ステップ 5 アース用ネジで、 単一孔アース  ラグをスイ ッチの背面パネルに取り付けます。 または 2 本の
アース用ネジを使用して、 デュアルアース  ラグをスイ ッチの背面パネルに取り付けます
（図 3-10）。

ステップ 6 ラチェ ッ ト式ド ラ イバを使用し、 60 lbf-in （960 ozf-in） の トルクでアース  ラグ用ネジを締めます。

ステップ 7 アース線の反対側の端を、 設置場所の適切な接地点またはラ ッ クに接続します。

Insulation
Wire lead

0.5 in. (12.7 mm) ± 0.02 in. (0.5 mm)

60
52

8

33
40

22
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第 3 章      電源の取り付け    
DC 電源モジュールの取り付け
図 3-10 アース ラグ付きアース線の取り付け 

スイッチへの DC 電源の取り付け

電源装置を取り付ける前に、 「取り付けに関するガイ ド ラ イン」 （P.3-5） を参照して ください。

ステップ 1 DC 電源をオフします。 電源を確実に切断するには、 回路ブレーカーを  OFF の位置に切り替え、
その回路ブレーカーのスイ ッチを  OFF の位置のままテープで固定します。

ステップ 2 電源端子ブロ ッ クから、 プラスチッ クの保護カバーを取り外します （図 3-4 を参照）。
DC 電源モジュールを交換しない場合は、 ステップ 5 に進みます。

ステップ 3 No. 2 プラス  ド ラ イバを使用して、 電源端子から  DC 入力電源線を取り外します。

ステップ 4 電源モジュール右側の リ リース  ラ ッチを押し、 電源モジュールを引き出します。

ステップ 5 電源モジュールを電源モジュール スロ ッ ト に差し込み、 スロ ッ ト の奥にゆっ く り押し込みます
（図 3-11）。 正し く挿入されれば、 DC 電源モジュール （取手は含まない） と スイ ッチの背面パ
ネルの面が揃います。

1 単一孔アース用ネジおよびラグ  リ ング 2 二重孔アース  アダプタおよび二重孔ラグ

34
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2
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CONSOLE MGMT
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第 3 章      電源の取り付け

DC 電源モジュールの取り付け
図 3-11 スイッチへの DC 電源モジュールの取り付け

ステップ 6 「DC 入力電源の配線」 の説明に従い、 入力電源を接続します。

DC 入力電源の配線

ステップ 1 ワイヤ ス ト リ ッパを使用して、 DC 入力電源の 4 本の導線の端から、 端子に見合う長さの被覆
を取り除きます。

警告 必ず銅の導体を使用して く ださい。 ステート メン ト  1025

ステップ 2 Panduit 製圧着工具を使用して、 フォーク タ イプ端子に銅の導体 （90 °C 耐熱、 12 AWG） の DC 
入力電源線を圧着します。

ステップ 3 DC 入力電源端子を端子ブロ ッ クに接続します。 図 3-12または図 3-13を参照して ください。 入
力導線を端子ブロ ッ クに接続する際は、 極性を必ず一致 （マイナス とマイナス、 プラス とプラ
ス） させて ください。 スイ ッチのラ ッ クがアースされていない場合は、 アース線をアース処理
された金属ラ ッ クに接続するか、 またはアースに接続します。

図 3-12 アースを共有していない DC 電源 A と電源 B の分離 

34
77

92

PWR-C2-640WDC

PWR-C2-640WAC

CONSOLE MGMT

25
34
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A+ A-

+
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第 3 章      電源の取り付け    
電源モジュールのシリアル番号の確認
図 3-13 アースを共有している DC 電源 A と電源 B の接続

ステップ 4 すべての端子ブロ ッ クのネジを  11 lbf-in の トルクで締めます。

ステップ 5 端子ブロ ッ クの安全カバーを元に戻します。

ステップ 6 DC 入力電源の回路ブレーカーのスイ ッチを  ON の位置に動かします。

ステップ 7 電源モジュールの DC OK および PS OK の LED が緑に点灯している こ と を確認します。 モ
ジュールの LED については、 表 3-2 を参照して ください。

電源モジュールのシリアル番号の確認
電源モジュールについてシスコのテクニカル サポート に連絡する場合は、 シ リ アル番号が必要
です。 図 3-14 ～図 3-16 を参照して、 シ リ アル番号を確認して ください。 CLI を使用してシ リ
アル番号を確認する こ と もできます。

図 3-14 1025 W AC 電源モジュールのシリアル番号 

25
34
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+

B- B+

--

A+ A-

+
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SN: AAANNNNXXXX
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電源モジュールのシリアル番号の確認
図 3-15 640 W および 250 W AC 電源モジュールのシリアル番号 

図 3-16 640 W DC 電源モジュールのシリアル番号 
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電源モジュールのシリアル番号の確認
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ファンの取り付け 

この章では、 ファン  モジュールの取り付け方法について説明します。

• 「概要」 （P.4-1）

• 「フ ァン  モジュールの取り付け」 （P.4-2）

• 「フ ァン  モジュールのシ リ アル番号の確認」 （P.4-3）

概要
このスイ ッチは 3 台のファン  モジュールを備えています。ファン  モジュールはホッ ト スワ ップ
が可能です。 電源を投入したスイ ッチでは、 必ず 2 台以上のファンが動作している必要があ り
ます。 1 台のファンが動作していな く ても、 残りの 2 台のファンが動作していれば、 スイ ッチ
を稼働できますが、 故障したファンは可能な限り早期に交換して ください。 これによ り、 2 台
目のファンの故障によってサービスの中断を招く事態を避ける こ とができます。

（注） 適切な冷却効果を得るには、 3 台のファンが必要です。

図 4-1 ファン モジュール
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第 4 章      ファンの取り付け    
ファン  モジュールの取り付け
ファン モジュールの取り付け

取り付けに関するガイドライン

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

（注） 必ず StackWise アダプタまたは StackWise アダプタ  ブランクが各ポー ト に取り付けられている
場合にのみ、 ファンを取り外しまたは取り付けます。

ファン  モジュールの取り外し と取り付けでは、 次の注意事項に従って ください。

• ファン  モジュールを無理にスロ ッ ト に押し込まないでください。 スイ ッチのピンがモ
ジュール側と合っていない場合に、 ピンを破損するおそれがあ り ます。

• ファン モジュールの接続が不完全である と、 システムの動作が中断する可能性があ り ます。

• このスイ ッチでは、 ファン  モジュールのホッ ト スワ ップが可能です。 スイ ッチの通常動作
を中断する こ とな く、 フ ァン  モジュールを取り外して交換できます。

ファン モジュールの取り付け

ステップ 1 ファン  モジュールの リ リース  ハンドルをつかみ、 モジュールを引き出します。

注意 スイ ッチの過熱を防ぐため、 ファン  モジュールの交換は 5 分以内に完了して ください。

ステップ 2 ファン  モジュールをファン  スロ ッ ト に取り付け、 スロ ッ ト に固く押し込みます。 取手ではな
くモジュールの端に圧力をかけます 正し く挿入されれば、 ファン  モジュールと スイ ッチの背
面パネルの面が揃います。 ファンが作動する と、 ファンの左上のグ リーンの LED が点灯しま
す。 図 4-2を参照して ください。 

警告 モジュールの取り付け作業や取り外し作業中に空のスロッ トに手を入れないで く ださい。 露出
した電気回路に接触すると感電する危険性があります。 ステート メン ト  206

1 ファン  LED 3 保持ク リ ップ

2 排気口 4 取手
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ファン  モジュールのシリアル番号の確認
図 4-2 ファン モジュールの取り付け 

ファン モジュールのシリアル番号の確認
ファン  モジュールについてシスコのテクニカル サポート に連絡する場合は、 ファン  モジュー
ルのシ リ アル番号が必要です。 図 4-3 を参照して、 シ リ アル番号の場所を確認して ください。

図 4-3 ファン モジュールのシリアル番号 

1 ファン  LED

34
77

94

PWR-C2-640WAC
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ファン  モジュールのシリアル番号の確認
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ト ラブルシューティング

• 「問題の診断」 （P.5-1）

• 「ス イ ッチの リ セッ ト 」 （P.5-5）

• 「ス イ ッチのシ リ アル番号の確認」 （P.5-6）

• 「故障したデータ  スタ ッ ク  メ ンバの交換」 （P.5-6）

問題の診断
スイ ッチの LED は、 スイ ッチに関する ト ラブルシューティ ング情報を提供します。 LED の状
態を確認する こ とによって、 POST （電源投入時セルフテス ト ） のエラー、 ポー ト の接続問題、
およびスイ ッチ全体のパフォーマンスを把握できます。 CLI または SNMP ワークステーシ ョ ン
から統計情報を入手する こ と もできます。 詳細については、 ソフ ト ウェア コンフ ィギュレー
シ ョ ン  ガイ ド、 Cisco.com 上のスイ ッチ コマン ド  リ フ ァレンス、 または SNMP アプ リ ケーシ ョ
ンに付属のマニュアルを参照して ください。

スイッチの POST 結果

スイ ッチに電源を入れてから約 30 秒する と、 電源投入時自己診断テス ト （POST） が開始され
ます。 POST の完了までには最大 5 分かかり ます。 POST の実行中は、 システム  LED が緑で点
滅します。 POST が完了する と、 システム  LED は緑で点灯状態とな り、 スイ ッチがアクテ ィブ 
スイ ッチと して機能している場合は ACTV LED が緑で点灯します。

（注） POST エラーは通常、 修復不能です。 スイ ッチが POST に失敗した場合は、 シスコのテクニカ
ルサポート担当者にお問い合わせください。

スイッチ LED
スイ ッチを ト ラブルシューテ ィ ングする場合は、 ポー ト  LED を観察して ください。 LED の色
とその意味については、 「LED」 （P.1-9） を参照して ください。
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問題の診断
スイッチの接続状態

不良または破損したケーブル

ケーブルにわずかでも傷や破損がないか必ず確認してください。 物理層の接続に問題がないよ う
に見えるケーブルでも、 配線やコネクタのご くわずかな損傷が原因でパケッ トが破損するこ とが
あ り ます。 ポートでパケッ ト  エラーが多く発生したり、 ポートがフラ ッピング （リ ンクの切断お
よび接続） を頻繁に繰り返したりする場合は、 ケーブルにこのよ うな破損がある場合があり ます。

• 銅線ケーブルまたは光ファ イバ ケーブルを問題がないこ とがわかっているケーブルに交換
します。

• ケーブル コネク タで破損または欠落したピンがないか確認します。

• 発信元と宛先の間のパッチパネルの接続やメディア  コンバータには問題がないこ とを確認
します。 可能な場合は、 パッチパネルをバイパスするか、 メディア コンバータ （光ファ イ
バ/銅線） を除去します。

• ケーブルを別のポート に接続して、 問題が発生するかど うかを確認します。

• Catalyst 3650 スイッチの StackWise ケーブルの場合は、 StackWise ケーブルを取り外し、 ケーブ
ルと  StackWise ポート を調べてピンの折れやコネクタの損傷がないか確認します。 StackWise 
ケーブルが不良であれば、 不良品でないこ とがわかっているケーブルと交換します。

イーサネッ トおよびファイバ ケーブル

正しいケーブルである こ と を確認します。

• イーサネッ ト の場合、 10 Mbps UTP 接続にはカテゴ リ  3 の銅線ケーブルを使用します。
10/100 または 10/100/1000 Mbps 接続にはカテゴ リ  5、 カテゴ リ  5e、 またはカテゴ リ  6 の 
UTP を使用します。

• 距離 （100 メー トル以下） とポー ト  タ イプに適した光ファ イバ ケーブルである こ と を確認
します。 接続先の装置のポート が一致しており、 同じタ イプの符号化、 光周波数、 および
ファ イバ タ イプを使用している こ と を確認します。 ケーブルの詳細については、 「SFP お
よび SFP+ モジュールのケーブル仕様」 （P.B-7） を参照して ください。

• 銅線のス ト レー ト  ケーブルを使用すべき と ころにク ロス  ケーブルが使用されていた り、 ク
ロス  ケーブルを使用すべき と ころにス ト レー ト  ケーブルが使用されていた り しないかを確
認します。 スイ ッチの Auto-MDIX を有効にするか、 ケーブルを交換します。 推奨イーサ
ネッ ト  ケーブルについては、 表 2-1 を参照して ください。

Link Status

両側でリンクが確立されているこ とを確認します。 断線が発生している場合やポートがシャッ トダ
ウンしている場合は、 片側でリンクが表示されても、 他方の側では表示されない可能性があり ます。

ポー ト  LED が点灯していても、 ケーブルが正常なこ とを示しているわけではあ り ません。 物
理的な圧力がかかっている場合は、 限界レベルで動作している可能性があ り ます。 ポー ト  LED 
が点灯しない場合は、 次のこ とを確認します。

• ケーブルをスイ ッチから外して、 問題のない装置に接続します。

• ケーブルの両端が正しいポート に接続されている こ と を確認します。

• 両方の装置の電源が入っている こ と を確認します。

• 正しいケーブル タ イプが使用されている こ と を確認します。 詳細については、 「付録 B 「コ
ネク タおよびケーブルの仕様」」 を参照して ください。
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問題の診断
• 接触不良がないか確認します。 完全に接続されているよ うに見えても、 そ うでないこ とが
あ り ます。 ケーブルをいったん外して、 接続し直して ください。

10/100/1000 ポートの接続

ポート が異常を示している場合 ：

• すべてのポート のステータスを確認します。 LED とその意味については、 表 1-3 （P.1-11） 
を参照して ください。

• show interfaces 特権 EXEC コマン ドを使用して、 ポー ト が errdisable、 disabled、 または 
shutdown の状態になっていないかど うかを確認します。 必要に応じて、 ポー ト を再度イ
ネーブルにします。

• ケーブル タイプを確認します。 付録 B 「コネクタおよびケーブルの仕様」 を参照してください。

PoE ポートおよび PoE+ ポートの接続

PoE ポート に接続された充電デバイスに電力が供給されていない場合 ：

• すべてのポート のステータスを確認します。 LED のカラーと意味については、 表 1-3 およ
び表 1-7 を参照して ください。

• show interfaces 特権 EXEC コマン ドを使用して、 ポー ト が errdisable、 disabled、 または 
shutdown の状態になっていないかど うかを確認します。 必要に応じて、 ポー ト を再度イ
ネーブルにします。

• スイッチに取り付けられている電源モジュールの電力が、 接続先装置の電力要件を満たしてい
るこ とを確認します。 詳細については、 「電源モジュール」 （P.1-18） を参照してください。

• ケーブル タ イプを確認します。 IEEE 802.3af がフル サポー ト されていない古いシスコ製 IP 
電話機やアクセス  ポイン ト などの多くのレガシー デバイスで、 ク ロス  ケーブルでスイ ッ
チに接続されている場合は PoE がサポート されません。 このよ う な場合は、 ク ロス  ケーブ
ルをス ト レー ト  ケーブルに交換して ください。

注意 不適合なケーブル配線または装置が原因で、 PoE ポート に障害が発生している可能性があ り ま
す。 必ず適合したケーブル配線で、 シスコ独自規格の IP Phone およびワイヤレス  アクセス  ポ
イン ト 、 または IEEE 802.3af に準拠した装置に接続して ください。

（注） PoE 回線の出力は、 IEC 60950 の制限電源 （LPS） と して評価されています。

SFP モジュール

Cisco SFP モジュール以外は使用しないでください。

• アップ リ ンク  ポート と  SFP モジュールを調べます。疑わしい SFP モジュールを故障してい
ないこ とがわかっているモジュールに交換します。

• モジュールが使用するプラ ッ ト フォームでサポート されている こ と を確認します。
（Cisco.com にあるスイ ッチの リ リース  ノー ト に、 スイ ッチがサポートする  SFP および 
SFP+ モジュールの一覧が示されています）。

• show interfaces 特権 EXEC コマン ドを使用して、 ポー ト またはモジュールが error-disabled、
disabled、 または shut down の状態になっていないかど うかを確認します。 必要に応じて、
ポー ト を再度イネーブルにします。
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問題の診断
• 光ファ イバの接続部分が清掃されて、 しっか り と接続されている こ と を確認します。

• CX1 モジュール接続およびファ イバ接続の場合は、 ケーブルの最小許容曲げ半径を下回る
曲げ部分がケーブルの配線路に存在していないこ とを確認します。 ケーブル接続要件につ
いては、 モジュールのマニュアルを参照して ください。

（注） CX1 ケーブルを注文または使用する と きは、 バージ ョ ン  ID が 2 以上である こ と を確認
して ください。

• 長波 SFP+ モジュールでは、 モード  コンンディシ ョ ニング  パッチによって、 MMF 接続と
の最大リ ンク距離でのパフォーマンスが改善される こ とがあ り ます。

インターフェイスの設定

ポート またはインターフェイスが無効になっていないか、 または電源がオフになっていないか
確認して ください。 リ ンクの片側でポート またはインターフェイスを手動でシャ ッ ト ダウンす
る と、 そのインターフェイスを再度イネーブルにしないかぎ り、 リ ンクは確立されません。
show interfaces 特権 EXEC コマン ドを使用して、 インターフェイスが errdisable、 disabled、 ま
たは shutdown の状態になっていないかど うかを確認します。 必要に応じて、 インターフェイ
スを再度イネーブルにします。

エンド  デバイスへの ping

ping を使用して、 最初は直接接続されているスイ ッチから始めて、 接続できない原因となって
いる箇所を突き止めるまで、 ポー ト ご と、 インターフェイスご と、 ト ランクご とに段階的にさ
かのぼって調べます。 各スイ ッチの連想メモ リ （CAM） テーブル内に、 エン ド  デバイスの 
MAC アド レスが存在している こ と を確認します。

スパニングツリーのループ

スパニングツ リー プロ ト コル （STP） にループが発生する と、 重大なパフォーマンス上の問題が
引き起こ され、 その状況がポートやインターフェイスの問題のよ うに見えるこ とがあ り ます。

ループは、 単方向リ ンクによって引き起こ される こ とがあ り ます。 つま り、 スイ ッチから送信
された ト ラフ ィ ッ クがネイバーで受信されるが、 ネイバーからの ト ラフ ィ ッ クがスイ ッチで受
信されない場合に発生します。 破損したケーブル、 その他のケーブル配線の問題、 またはポー
ト の問題によって、 この単方向通信が引き起こ される可能性があ り ます。

スイ ッチで単方向リ ンク検出 （UDLD） をイネーブルにする と、 単方向リ ンク問題の特定に役
立ちます。 スイ ッチで UDLD をイネーブルにする方法の詳細については、 Cisco.com にある ソ
フ ト ウェア  コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドの 「UDLD の概要」 を参照して ください。

スイッチのパフォーマンス

速度、 デュプレックス、 および自動ネゴシエーショ ン

ポート の統計情報に、 アラ イ メ ン ト  エラー、 フレーム  チェ ッ ク  シーケンス （FCS）、 またはレ
イ ト  コ リ ジ ョ ン  エラーが大量に表示される場合は、 速度またはデュプレッ ク スの不一致を示
している可能性があ り ます。
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スイッチのリセッ ト
2 台のスイ ッチ間、 スイ ッチとルータ間、 またはスイ ッチと ワークステーシ ョ ン /サーバ間で
デュプレッ ク ス と速度の設定が一致しない場合は、 共通の問題が発生します。 この不一致は、
速度およびデュプレッ ク スを手動で設定した場合や、 2 台の装置間における自動ネゴシエー
シ ョ ンの問題が原因となる こ とがあ り ます。

スイ ッチのパフォーマンスを最大限に引き出して リ ンクを確実にするには、 次のいずれかの注
意事項に従ってデュプレッ ク スおよび速度の設定を変更して ください。

• 速度とデュプレックスの両方について、 両方のポートで自動ネゴシエーションを実行させます。

• 接続の両端でインターフェイスの速度とデュプレ ッ ク スのパラ メータを手動で設定します。

• リ モー ト  デバイスが自動ネゴシエート しない場合は、 2 つのポート のデュプレッ ク ス設定
を同じにします。 速度パラ メータは、 接続先ポート が自動ネゴシエーシ ョ ンを実行しない
場合でも自動的に調整されます。

自動ネゴシエーションとネッ トワーク  インターフェイス カード

スイ ッチとサードパーテ ィ製ネッ ト ワーク  インターフェイス  カード （NIC） 間で問題が発生す
る場合があ り ます。 デフォル ト で、 スイ ッチ ポート と インターフェイスは自動ネゴシエート し
ます。 一般的にはラ ップ ト ップ コンピュータやその他の装置も自動ネゴシエーシ ョ ンに設定さ
れていますが、 それでも問題が発生する こ とがあ り ます。

自動ネゴシエーシ ョ ンの問題を ト ラブルシューテ ィ ングする場合は、 接続の両側で手動設定を
試して ください。 それでも問題が解決しない場合は、 NIC 上のファームウェアまたはソフ ト
ウェアに問題がある可能性があ り ます。 その場合は、 NIC ド ラ イバを最新バージ ョ ンにアップ
グレード して問題を解決して ください。

ケーブル接続の距離

ポート統計情報に、 過剰な FCS、 レイ ト  コ リ ジ ョ ン、 またはアラ イ メ ン ト  エラーが示されて
いる場合は、 スイ ッチから接続先の装置までのケーブル長が推奨ガイ ド ラ インに従っている こ
と を確認して ください。 「ケーブルおよびアダプタの仕様」 （P.B-5） を参照して ください。

スイッチのリセッ ト  
新しいスイ ッチに間違った IP アド レスを設定した場合や、Express Setup モードを開始しよ う と
したと きにスイ ッチのすべての LED が点滅を始めた場合は、 スイ ッチに設定した IP アド レス
をク リ アできます。

（注） スイ ッチを リ セッ トする と スイ ッチが再起動します。

スイ ッチを リ セッ トする方法

1. MODE ボタン （図 1-1 （P.1-5）） を押し続けます。

約 2 秒後にスイ ッチの LED が点滅し始めます。 MODE ボタンの上の LED がグ リーンに
なったら、 MODE ボタンを放し、 Express Setup を実行してスイ ッチを設定します。 LED が
グ リーンで点灯したままにならない場合は、 次の手順に進みます。

2. そのまま  MODE ボタンを押し続けます。 約 8 秒後に LED の点滅が停止して、 スイ ッチが
再起動します。

また、 CLI セッ ト アップ手順に従ってスイ ッチを設定する こ と もできます。 付録 C 「CLI ベー
スのセッ ト アップ プログラムによるスイ ッチの設定」 を参照して ください。
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第 5 章      ト ラブルシューテ ィ ング    
スイッチのシリアル番号の確認
スイッチのシリアル番号の確認
シスコのテクニカル サポート に連絡する場合は、 スイ ッチのシ リ アル番号が必要です。 図 5-1 
にシ リ アル番号の位置を示します。 show version 特権 EXEC コマン ドを使用して、 スイ ッチの
シ リ アル番号を確認する こ と もできます。

図 5-1 スイッチのシリアル番号の位置 

故障したデータ  スタ ック  メンバの交換 
故障したスタ ッ ク  メ ンバーを交換するには、 次の手順に従います。

1. 交換用スイ ッチには Catalyst 3650 スイ ッチを使用する必要があ り ます。

2. 故障したスイ ッチの電源をオフにします。 AC または DC 入力電源を取り外します。

3. 交換用スイ ッチの電源がオフになっている こ と を確認してから、 交換用スイ ッチをスタ ッ
クに接続します。

スイ ッチ スタ ッ クのメ ンバー番号を手動で設定した場合は、 故障したスイ ッチのメ ンバー
番号を交換用スイ ッチに手動で割り当てる必要があ り ます。 スタ ッ ク  メ ンバー番号の手動
割り当てについては、 シスコのスイ ッチ ソフ ト ウェア  コンフ ィギュレーシ ョ ン  ガイ ドを
参照して ください。

4. 交換したスイ ッチのギガビッ ト  イーサネッ ト接続が、 故障したスイ ッチと同じである こ と
を確認します。

5. モジュールを再び取り付けて、 ケーブルを接続します。

6. 交換したスイ ッチに電源を投入します。

交換用スイ ッチのインターフェイスはすべて、 故障したスイ ッチと同じよ うに設定され、 同じ
機能を果たします。

PWR-C2-640WAC

PWR-C2-640WAC

SN: XXXNNNNXXXX

34
78

07
, 7

81
-0

07
97

-0
1

CONSOLE MGMT
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Catalyst 3650 スイッチ 
OL-29734-01-J
付 録 A

技術仕様

• 「ス イ ッチの仕様」 （P.A-1）

• 「電源モジュールの仕様」 （P.A-3）

• 「フ ァン  モジュールの仕様」 （P.A-5）

スイッチの仕様

表 A-1 環境 仕様および物理仕様

環境条件

動作温度範囲および高度 （AC 電源を
取り付けた状態）

通常の動作温度1 および高度 ：

-5 ～ +45 °C、 最大 1500 m （5000 フ ィー ト ）

-5 ～ +40 °C、 最大 3000 m （10,000 フ ィー ト ）

-5 ～ +35 °C、 最大 4000 m （13,000 フ ィー ト ）

-5 ～ +30 °C、 最大 5000 m （16,400 フ ィー ト ）

短期間の例外的な状況1 2 ：

-5 ～ +50 °C、 最大 1500 m （5000 フ ィー ト ）

-5 ～ +45 °C、 最大 3000 m （10,000 フ ィー ト ）

-5 ～ +40 °C、 最大 4000 m （13,000 フ ィー ト ）

-5 ～ +35 °C、 最大 5000 m （16,400 フ ィー ト ）

-5 ～ +45ºC、 海抜 0m、 単一ファンに障害発生時
A-1
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スイッチの仕様
動作温度範囲および高度 （DC 電源を
取り付けた状態）

通常の動作温度1 および高度 ：

-5 ～ +45 °C、 最大 1800 m （6000 フ ィー ト ）

-5 ～ +40 °C、 最大 3000 m （10,000 フ ィー ト ）

-5 ～ +35 °C、 最大 4000 m （13,000 フ ィー ト ）

-5 ～ +30 °C、 最大 5000 m （16,400 フ ィー ト ）

短期間の例外的な状況1 2 ：

-5 ～ +55 °C、 最大 1800 m （6000 フ ィー ト ）

-5 ～ +50 °C、 最大 3000 m （10,000 フ ィー ト ）

-5 ～ +45 °C、 最大 4000 m （13,000 フ ィー ト ）

-5 ～ +40 °C、 最大 5000 m （16,400 フ ィー ト ）

-5 ～ +45ºC、 海抜 0m、 単一ファンに障害発生時

相対湿度 5 ～ 96 % （結露しないこ と）

保管温度 –40 ～ 70°C （–40 ～ 158°F）

保管時の高度 最大 16,400 フ ィー ト （5000 m）

物理的仕様

サイズ （高さ  x 幅 x 奥行）

Catalyst 3650 24 ポート非 PoE スイ ッチ

Catalyst 3650 24 ポート  PoE+ スイ ッチ

Catalyst 3650 48 ポート非 PoE スイ ッチ

Catalyst 3650 48 ポート  PoE+ スイ ッチ

Catalyst 3650 48 ポート  フル PoE スイッチ

寸法には出荷時のシャーシ アセンブ リが含まれてい
ます。 ユニッ ト に付属する  3 台のファン、 2 個の 
StackWise アダプタ  ブランク、 1 個の電源ブランクお
よびデフォル ト の電源。

1.73 X 17.5 X 17.625 インチ （4.4 × 44.5 × 44.8 cm）

1.73 X 17.5 X 17.625 インチ （4.4 × 44.5 × 44.8 cm）

1.73 X 17.5 X 17.625 インチ （4.4 × 44.5 × 44.8 cm）

1.73 X 17.5 X 17.625 インチ （4.4 × 44.5 × 44.8 cm）

1.73 X 17.5 X 19.125 インチ （4.4 × 44.5 × 48.6 cm）

重量

Catalyst 3650 24 ポート非 PoE スイ ッチ

Catalyst 3650 24 ポート  PoE スイ ッチ

Catalyst 3650 48 ポート非 PoE スイ ッチ

Catalyst 3650 48 ポート  PoE スイ ッチ

Catalyst 3650 48 ポート  フル PoE スイッチ

StackWise スタ ッ ク構成アダプタ

StackWise アダプタ  ブランク

重量には出荷時のシャーシ アセンブ リが含まれてい
ます。 ユニッ ト に付属する  3 台のファン、 2 個の 
StackWise アダプタ  ブランク、 1 個の電源ブランクお
よびデフォル ト の電源。

15.15 ポンド （6.87 kg）

16.00 ポンド （7.26 kg）

15.90 ポンド （7.21 kg）

16.75 ポンド （7.6 kg）

17.20 ポンド （7.8 kg）

0.25 ポンド （0.11 kg）

0.1 ポンド （0.05 kg）

1. コールド  スター ト の最低周囲温度は 0 °C （32 °F）

2. 1 年間の稼働時間が連続 96 時間または合計 360 時間以内、 または発生回数が 15 回以内。

表 A-1 環境 （続き） 仕様および物理仕様 （続き）

環境条件
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電源モジュールの仕様
電源モジュールの仕様

表 A-2 AC- および DC-電源モジュールの環境仕様と物理仕様

環境条件

動作温度 AC および DC 電源モジュールの電源スイ ッチのさまざまな高
度での動作温度範囲については、 表 A-1 を参照して ください。

保管温度 –40 ～ 70°C （–40 ～ 158°F）

相対湿度 5 ～ 96 % （結露しないこ と）

高度 AC 電源 ： 最大 16,400 フ ィー ト （5,000 m）

DC 電源 ： 最大 16,400 フ ィー ト （5,000 m）

物理的仕様

重量

PWR-C2-1025WAC=

PWR-C2-640WAC=

PWR-C2-250WAC=

PWR-C2-640WDC=

PWR-C2-BLANK=

3.55 ポンド （1.61 kg）

3.1 ポンド （1.41 kg）

2.55 ポンド （1.16 kg）

2.75 ポンド （1.25 kg）

0.2 ポンド （0.09 kg）

サイズ （高さ  x 幅 x 奥行） 

PWR-C2-1025WAC 

PWR-C2-640WAC

PWR-C2-250WAC

PWR-C2-640WDC

 

1.58 x 3.75 x 13.25 インチ （4.0 x 9.5 x 33.7 cm）

1.58 x 3.75 x 11.75 インチ （4.0 x 9.5 x 29.8 cm）

1.58 x 3.75 x 11.75 インチ （4.0 x 9.5 x 29.8 cm）

1.58 x 3.75 x 11.75 インチ （4.0 x 9.5 x 29.8 cm）

表 A-3 AC 電源 24 ポート /48 ポート  スイッチの電力仕様

電力仕様

最大出力電力 PWR-C2-1025WAC ： 1025 W
PWR-C2-640WAC ： 640 W
PWR-C2-250WAC ： 250 W

入力電圧および周波数の範囲 PWR-C2-1025WAC ： 1025 W、 115 ～ 240 VAC （オート レンジ） 
50 ～ 60 Hz
PWR-C2-640WAC ： 640 W、 PWR-C2-250WAC ： 250 W、
100 ～ 240 VAC （オート レンジ）、 50 ～ 60 Hz

入力電流 PWR-C2-1025WAC ： 12 ～ 6 A
PWR-C2-640WAC ： 8 ～ 4 A
PWR-C2-250WAC ： 4 ～ 2 A

出力定格 PWR-C2-1025WAC ： +12 V （出力 20.83 A）、 –54 V （出力 14.6 A）
PWR-C2-640WAC ： +12 V （出力 20.83 A）、 –54 V （出力 7.36 A）
PWR-C2-250WAC ： +12 V （出力 20.83 A）
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電源モジュールの仕様
入力 BTU 合計1 PWR-C2-1025WAC ： 3801 BTU/時、 1114 W
PWR-C2-640WAC ： 2371 BTU/時、 695 W
PWR-C2-250WAC ： 945 BTU/時、 277 W

合計出力 BTU1 PWR-C2-1025WAC ： 3497 BTU/時、 1025 W
PWR-C2-640WAC ： 2183 BTU/時、 640 W
PWR-C2-250WAC ： 853 BTU/時、 250 W

1. 合計入力 BTU と合計出力 BTU の定格は、 電源に投入する入力電力、 およびスイ ッチへの出力電力をそれぞれ意味
します。BTU 定格は、 250 W および 640 W 電源モジュールでは 100 VAC、 1100 W 電源モジュールでは 115 VAC を
基準にしています。

表 A-4 DC 電源 24 ポート /48 ポートスイッチの電力仕様

電力仕様

最大出力電力 PWR-C2-640WDC ： 640 W

入力電流 PWR-C2-640WDC ： 21 ～ 10.5 A

DC 入力電圧 PWR-C2-640WDC ： –36 ～ –72 VDC

出力定格 PWR-C2-640WDC ： +12 V （出力 20.83 A）、 – 54 V （出力 7.36 A）

電圧範囲 （国内） PWR-C2-640WDC ： –36 VDC （最小）、 –48 VDC （公称）、
–72 VDC （最大）

電圧範囲 （海外） PWR-C2-640WDC ： –36 VDC （最小）、 –60 VDC （公称）、
–72 VDC （最大）

入力 BTU 合計1

1. 合計入力 BTU と合計出力 BTU の定格は、 電源に投入する入力電力、 およびスイ ッチへの出力電力をそれぞれ意味
します。 BTU 定格は、 -48 VDC （公称） を基準にしています。

PWR-C2-640WDC ： 2444 BTU/時、 719 W

合計出力 BTU1 PWR-C2-640WDC ： 2188 BTU/時、 640 W

アース接続用のワイヤ ゲージ PWR-C2-640WDC ： 12 AWG または 8 AWG

分岐回路保護 PWR-C2-640WDC ： 25 A

表 A-3 AC 電源 24 ポート /48 ポート  スイッチの電力仕様 （続き）
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ファン  モジュールの仕様
ファン モジュールの仕様

表 A-5 ファン モジュールの環境および物理仕様

環境条件

動作温度 -5 ～ 80°C （23 ～ 176°F）

保管温度 –40 ～ 85°C （–40 ～ 185°F）

相対湿度 5 ～ 96 % （結露しないこ と）

高度 最大 16,400 フ ィー ト （5,000 m）

物理仕様

寸法 （高さ  x 奥行 x 幅 ） 1.62 x 1.73 x 4.24 インチ （4.11 x 4.39 x 10.76 cm）

重量 0.2 ポンド （0.07 kg）

動作仕様

エアーフロー 20 cfm 
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ファン  モジュールの仕様
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付 録 B

コネクタおよびケーブルの仕様

この章では、 コネク タおよびケーブルの仕様について説明します。

• 「コネク タの仕様」 （P.B-1） l

• 「ケーブルおよびアダプタの仕様」 （P.B-5）

コネクタの仕様
• 「10/100/1000 ポー ト 」 （P.B-1）

• 「10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  CX1 （SFP+ Copper） コネク タ」 （P.B-2）

• 「SFP および SFP+ モジュール」 （P.B-2）

• 「10/100/1000 イーサネッ ト管理ポー ト 」 （P.B-3）

• 「コンソール ポート 」 （P.B-4）

10/100/1000 ポート

スイ ッチの 10/100/1000 イーサネッ ト  ポー トは、 RJ-45 コネク タ と イーサネッ ト  ピン割り当て
を使用します。

図 B-1 10/100/1000 ポートのピン割り当て
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付録  B       コネクタおよびケーブルの仕様    
コネクタの仕様
10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  CX1 （SFP+ Copper） コネクタ

10 ギガビッ ト  イーサネッ ト電気モジュールは、 図 B-2 に示すよ う な CX1 銅線コネク タを使用
します。

（注） CX1 ケーブルを注文または使用する と きは、 バージ ョ ン  ID が 2 以上である こ と を確認
して ください。

10 ギガビッ ト  イーサネッ ト光モジュールは、 図 B-3 および図 B-4 に示すコネクタを使用します。

図 B-2 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  CX1 銅線コネクタ （例）

SFP および SFP+ モジュール

SFP モジュール コネク タを図 B-3、 図 B-4、 および図 B-5 に示します。

このスイ ッチは、 両端に SFP モジュール コネク タを備えた 0.5 m の銅製受動ケーブルである  
SFP モジュール パッチ ケーブルをサポート しています （図 B-6）。 このケーブルを使用して、 2 
台の Catalyst 3650 スイ ッチをカスケード構成で接続できます （接続できるポートは 1 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  SFP ポート のみです）。

図 B-3 デュプレックス LC ケーブル コネクタ
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付録 B       コネクタおよびケーブルの仕様

コネクタの仕様
図 B-4 シンプレックス LC ケーブル コネクタ

図 B-5 銅線 SFP モジュールの RJ-45 コネクタ

図 B-6 SFP モジュール パッチ ケーブル 

10/100/1000 イーサネッ ト管理ポート

10/100/1000 イーサネッ ト管理ポー トは、 イーサネッ ト  ピン割り当ての RJ-45 コネク タを使用
します。 図 B-7 にピン割り当てを示します。
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付録  B       コネクタおよびケーブルの仕様    
コネクタの仕様
図 B-7 10/100 ポートのピン割り当て

コンソール ポート

スイ ッチには 2 つのコンソール ポート と して、 前面パネルの USB 5 ピン  Mini タ イプ B ポート
と （図 B-8 を参照）、 背面パネルの RJ-45 コンソール ポート があ り ます。

図 B-8 USB ミニタイプ B ポート

USB コンソール ポート には、 図 B-9 に示す USB タ イプ A から  5 ピン  Mini タ イプ B へのケー
ブルを使用します。 USB タ イプ A から  USB Mini タ イプ B へのケーブルは提供されません 。 こ
のケーブルが含まれたアクセサ リ  キッ ト （部品番号 ： 800-33434） を発注して ください。

図 B-9 USB タイプ A から  USB 5 ピン Mini タイプ B へのケーブル

RJ-45 コンソール ポート では、 8 ピン  RJ-45 コネク タ （表 B-2 および表 B-3 を参照） を使用し
ます。 スイ ッチのコンソール ポート をコンソール PC に接続するには、 提供されている  
RJ-45/DB-9 アダプタ  ケーブルを使用します。 スイ ッチのコンソール ポート を端末に接続する
場合は、 RJ-45/DB-25 メ ス  DTE アダプタが必要です。 このアダプタが入ったキッ ト （部品番
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付録 B       コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブルおよびアダプタの仕様
号 ： ACS-DSBUASYN=） を発注して ください。 コンソール ポートおよびアダプタのピン割り
当てについては、 表 B-2 および表 B-3 を参照して ください。

ケーブルおよびアダプタの仕様
• 「StackWise ケーブル」 （P.B-5）

• 「StackWise アダプタ」 （P.B-6）

• 「StackWise アダプタ  ブランク」 （P.B-7）

• 「SFP および SFP+ モジュールのケーブル仕様」 （P.B-7）

• 「4 ツイス トペア  ケーブルのピン割り当て」 （P.B-8）

• 「2 対のツイス トペア  ケーブルのピン割り当て」 （P.B-8）

• 「ク ロス  ケーブルの識別方法」 （P.B-9）

• 「コンソール ポート  アダプタのピン割り当て」 （P.B-9）

StackWise ケーブル

図 B-10 は、 StackWise スタ ッキング  ケーブルを示します。

図 B-10  StackWise スタ ッキング ケーブル

次の StackWise ケーブル （ハロゲン不使用） は、 シスコの営業担当者に注文できます。

• STACK-T2-50CM= （0.5 m ケーブル）

• STACK-T2-1M= （1 m のケーブル）

• STACK-T2-3M= （3 m のケーブル）
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付録  B       コネクタおよびケーブルの仕様    
ケーブルおよびアダプタの仕様
StackWise ケーブルの最小の曲げ半径および巻きの直径

表 B-1 は、 各 StackWise ケーブルの最小の曲げ半径および巻きの直径を指定する ものです。

StackWise アダプタ

スタ ッ ク構成をイネーブルにするには、 StackWise アダプタがスタ ッキング  ポート に取り付け
られている必要があ り ます。 StackWise ケーブルはスタ ッキング  ポート の StackWise アダプタ
を接続します。 スタ ッ ク構成で発注したスイ ッチには、 StackWise アダプタがあらかじめ取り
付けられています。

スイ ッチがスタ ッ ク構成で発注されていない場合、 アダプタを別に購入して取り付ける必要が
あ り ます。 StackWise スタ ッ ク構成アップグレード  キッ ト （部品番号 C3650-STACK-KIT=） の
一部と して StackWise アダプタを購入できます。 これには、 2 個のアダプタ と  0.5 m の 
StackWise ケーブルが含まれます。

StackWise アダプタのシリアル番号の位置

StackWise アダプタについてシスコのテクニカル サポート に連絡する場合は、 シ リ アル番号が
必要です。 図 B-11 を参照して、 シ リ アル番号を確認して ください。

図 B-11 StackWise アダプタのシリアル番号の位置

表 B-1 StackWise ケーブルの最小の曲げ半径および巻きの直径

ケーブルの部品番号 Cable Length 最小曲げ半径 最小の巻きの直径

STACK-T2-50CM 1.64 フ ィー ト （0.5 m） 2.60 インチ （66 mm） 5.20 インチ （132 mm）

STACK-T2-1M 3.28 フ ィー ト （1.0 m） 2.60 インチ （66 mm） 5.20 インチ （132 mm）

STACK-T2-3M 9.84 フ ィー ト （3.0m） 3.58 インチ （91 mm） 7.17 インチ （182 mm）
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付録 B       コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブルおよびアダプタの仕様
StackWise アダプタ  ブランク

StackWise アダプタ  ブランクはスイ ッチの購入時にスタ ッ ク構成が指定されていない場合に、
スタ ッキング  ポート に取り付けられます。 StackWise アダプタ  ブランクはスタ ッキング  ポート
にネジで固定され、 ポー ト をスタ ッ ク構成に使用する場合は取り外して  StackWise アダプタ と
交換する必要があ り ます。 図 B-12 は StackWise アダプタ  ブランクを示しています。

図 B-12 StackWise アダプタ  ブランク

SFP および SFP+ モジュールのケーブル仕様

各ポートはケーブルの両端の波長仕様が一致している必要があ り ます。 また、 ケーブル長は制
限値を超えないものと します。 銅線 1000BASE-T SFP モジュール ト ランシーバは、 カテゴ リ  5 
の標準 4 ツイス トペア  ケーブルを使用します。 最大ケーブル長は 328 フ ィー ト （100 m） です。

ケーブル配線の仕様については、 シスコの ト ランシーバ モジュールのデータ  シート を参照し
て ください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps5455/products_data_sheets_list.html

1 StackWise アダプタ  ブランク 3 シスコのラベル

2 アセンブ リのネジ

34
78

163

1

2

B-7
Catalyst 3650 スイッチ ハードウェア インス ト レーシ ョ ンガイ ド

OL-29734-01-J



付録  B       コネクタおよびケーブルの仕様    
ケーブルおよびアダプタの仕様
4 ツイストペア ケーブルのピン割り当て

図 B-13 4 ツイストペア スト レート  ケーブルの配線

図 B-14 4 ツイストペア クロス ケーブルの配線

2 対のツイストペア ケーブルのピン割り当て

図 B-15 2 ツイストペア スト レート  ケーブルの配線
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付録 B       コネクタおよびケーブルの仕様

ケーブルおよびアダプタの仕様
図 B-16 2 ツイストペア クロス ケーブルの配線

クロス ケーブルの識別方法

ク ロス  ケーブルかど うかを判断するには、 タブを後ろにして、 ケーブル端を並べて持ちます。
左プラグの最も外側のピンの接続線が、 右プラグの最も外側のピンの接続線と同じ色にな り ま
す （図 B-17 を参照）。

図 B-17 クロス ケーブルの識別

コンソール ポート  アダプタのピン割り当て

コンソール ポート では 8 ピン  RJ-45 コネク タ （表 B-2 および表 B-3 を参照） を使用します。 コ
ンソール ケーブルを注文しなかった場合は、 RJ-45/DB-9 アダプタ  ケーブルでスイ ッチのコン
ソール ポート と  PC のコンソール ポート を接続する必要があ り ます。 スイ ッチのコンソール 
ポート を端末に接続する場合は、 RF-45/DB-25 メ ス  DTE アダプタが必要です。 アダプタが入っ
たキッ ト （部品番号 ： ACS-DSBUASYN=） を発注して ください。 コンソール ポートおよびア
ダプタのピン割り当てについては、 表 B-2 および表 B-3 を参照して ください。

表 B-2に、 コンソール ポート 、 RF-45/DB-9 アダプタ  ケーブル、 およびコンソール装置のピン
割り当てを示します。
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H
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Pin 1 on one connector and 
pin 8 on the other connector
should be the same color.

表 B-2 コンソール ポートの信号 （DB-9 アダプタを使用する場合）

スイ ッチ コンソール 
ポート （DTE）

RJ-45-to-DB-9
ターミナル アダプタ

コンソール
デバイス

信号 DB-9 ピン 信号

RTS 8 CTS

DTR 6 DSR
B-9
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付録  B       コネクタおよびケーブルの仕様    
ケーブルおよびアダプタの仕様
表 B-3 に、 コンソール ポー ト 、 RJ-45/DB-25 メ ス  DTE アダプタ、 およびコンソール装置のピン
割り当てを示します。 

（注） RJ-45/DB-25 メ ス  DTE アダプタが別途必要です。 このアダプタが入ったキッ ト （部品番号 ：
ACS-DSBUASYN=） をシスコに発注して ください。

TxD 2 RxD

GND 5 GND

GND 5 GND

RxD 3 TxD

DSR 4 DTR

CTS 7 RTS

表 B-2 コンソール ポートの信号 （DB-9 アダプタを使用する場合） （続き）

スイ ッチ コンソール 
ポート （DTE）

RJ-45-to-DB-9
ターミナル アダプタ

コンソール
デバイス

信号 DB-9 ピン 信号

表 B-3 コンソール ポートの信号 （DB-25 アダプタを使用する場合）

スイ ッチ コンソール
ポート （DTE）

RJ-45-to-DB-25
ターミナル アダプタ

コンソール
デバイス

信号 DB-25 ピン 信号

RTS 5 CTS

DTR 6 DSR

TxD 3 RxD

GND 7 GND

GND 7 GND

RxD 2 TxD

DSR 。 DTR

CTS 4 RTS
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付 録 C

CLI ベースのセッ トアップ プログラムによ
るスイッチの設定

この付録では、 Catalyst 3650 スタンドアロン スイ ッチまたはスイ ッチ スタ ッ クを  CLI ベースで
セッ ト アップする手順について説明します。 Express Setup を使用してスイ ッチを設定するには、
『Catalyst 3650 スイ ッチ スタート アップ ガイ ド』 を参照して ください。 スイ ッチを電源に接続す
る前に、 第 2 章 「スイ ッチの設置」 を参照して安全に関する注意事項を確認してください。

• 「CLI のアクセス」 （P.C-1）

• 「初期設定情報の入力」 （P.C-5）

CLI のアクセス

Express Setup 経由での CLI のアクセス

設定が行われていないスイ ッチで CLI にアクセスするには、 スイ ッチを  Express Setup モードに
して、 スイ ッチのイーサネッ ト  ポート またはイーサネッ ト管理ポート を  PC またはワークス
テーシ ョ ンのイーサネッ ト  ポート に接続します。 スイ ッチを  Express Setup モードにするには、
『Catalyst 3650 スイ ッチ スター ト アップ ガイ ド』 に記載された手順に従って、 スイ ッチの電源
を投入し、 Express Setup を使用できる状態にします。

スイ ッチが Express Setup モードの状態で、 IP アド レス  10.0.0.1 を入力して Telnet セッシ ョ ンを
開始します。 次に、 setup ユーザ EXEC コマン ドを入力し、   「初期設定情報の入力」 （P.C-5） に
記載されている情報を入力します。

スイ ッチの設定情報を入力した後、write memory 特権 EXEC コマン ドを使用して、フラ ッシュ  
メモ リに設定を保存します。

（注） Express Setup モードでは、 write memory コマン ドを入力するまで、 スイ ッチ上で IP アド レス  
10.0.0.1 が有効です。 write memory コマン ドを入力する と、 Telnet 接続が切断されます。

CLI 使用の詳細については、 このリ リースに対応したコマンド  リ ファレンスを参照してください。
C-1
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付録  C       CLI ベースのセッ トアップ プログラムによるスイッチの設定    
CLI のアクセス
コンソール ポート経由での CLI のアクセス

Cisco IOS コマン ドおよびパラ メータは CLI によって入力できます。

（注） Catalyst 3650 スイ ッチをスタ ッ ク構成にしている場合、 そのいずれかのスタ ッ ク  スイ ッチの 
10/100/1000 イーサネッ ト管理ポー ト またはコンソール ポー ト に接続します。 スタ ッ ク全体の
初期設定は、 スタ ッ ク内のどのスイ ッチでも実行できます。

次のオプシ ョ ン ノ イズ化を使用して  CLI にアクセスします。

• RJ-45 コンソール ポート

• USB コンソール ポート

RJ-45 コンソール ポート

RJ-45 コンソール ポートは、 スイ ッチの背面パネルにあ り ます。

ステップ 1 RJ-45/DB-9 アダプタ  ケーブルを  PC の 9 ピン  シ リ アル ポート に接続します。ケーブルのも う一
方の端をスイ ッチのコンソール ポート に接続します。

ステップ 2 PC または端末で、 端末エ ミ ュレーシ ョ ン  プログラムを起動します。 プログラム （通常、
HyperTerminal または Procomm Plus などの PC アプ リ ケーシ ョ ン） によって、 スイ ッチと  PC ま
たは端末との通信が可能にな り ます。

ステップ 3 PC または端末のボー レー トおよびキャ ラ ク タ  フォーマッ ト を、 次に示すコンソール ポー ト の
特性に合わせて設定します。

• 9600 ボー

• 8 データ  ビッ ト

• 1 ス ト ップ ビッ ト

• パリ テ ィなし

• なし （フロー制御）

ステップ 4 第 3 章 「電源の取り付け」 に記載されているよ うにスイ ッチに電源を接続します。

ステップ 5 PC または端末にブート ローダ シーケンスが表示されます。 Enter を押してセッ ト アップ プロン
プ ト を表示します。 「セッ ト アップ プログラムの設定」 （P.C-6） の手順を実行します。

USB コンソール ポート

USB ミ ニタ イプ B ポートは、 スイ ッチの前面パネルにあ り ます。

ステップ 1 スイ ッチの USB コンソール ポート （図 C-1を参照） を、 Windows ベースの PC に最初に接続す
る と きは、 USB ド ラ イバをインス トールします。 インス トール手順については、 以下のセク
シ ョ ンを参照して ください。

– 「Cisco Microsoft Windows USB デバイス  ド ラ イバのインス トール」 （P.C-4）

– 「Cisco Microsoft Windows USB ド ラ イバのアンインス トール」 （P.C-4）
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CLI のアクセス
図 C-1 USB コンソール ケーブルを Catalyst 3650 スイッチに接続

ステップ 2 USB ケーブルを  PC の USB ポート に接続します。 ケーブルのも う一方の端をスイ ッチの ミ ニ  B
（5 ピン  コネク タ） USB コンソール ポー ト に接続します。 図 C-1を参照して ください。 

ステップ 3 PC または端末上で端末エ ミ ュレーシ ョ ン  ソフ ト ウェアを起動します。 このプログラム （その
多くは、 HyperTerminal や ProcommPlus などの PC アプ リ ケーシ ョ ン） は、 使用可能な PC また
は端末と スイ ッチの間の通信を確立します。

ステップ 4 コンソール ポート のデフォル ト特性に合わせて、 PC または端末のボーレー トおよびキャ ラ ク
タ  フォーマッ ト を次のよ うに設定します。

• 9600 ボー

• 8 データ  ビッ ト

• 1 ス ト ップ ビッ ト

• パリ テ ィなし

• なし （フロー制御）

ステップ 5 第 3 章 「電源の取り付け」 に記載されているよ うにスイ ッチに電源を接続します。

ステップ 6 PC または端末にブート ローダ シーケンスが表示されます。 Enter を押してセッ ト アップ プロン
プ ト を表示します。 「セッ ト アップ プログラムの設定」 （P.C-6） の手順を実行します。

ACTV 

34
41

94
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Cisco Microsoft Windows USB デバイス ド ライバのインストール

Microsoft Windows ベースの PC をスイ ッチの USB コンソール ポート に最初に接続する と きに、
USB デバイス  ド ラ イバをインス トールする必要があ り ます。

Microsoft Windows USB デバイス  ド ラ イバをインス トールするには、 次の操作を行います。

ステップ 1 Cisco.com の Web サイ ト から  Cisco USB コンソール ド ラ イバ ファ イルを入手し、 解凍します。

（注） スイ ッチ ソフ ト ウェアのダウンロード用の Cisco.com サイ ト から、 ド ラ イバ ファ イル
をダウンロードできます。

ステップ 2 ド ラ イバに付属のマニュアルに従って ください。

ステップ 3 USB ケーブルを、PC と スイ ッチのコンソール ポート に接続します。USB コンソール ポート の 
LED がグ リーンで点灯し、 Found New Hardware ウ ィザードが表示されます。 指示に従って、 ド
ラ イバのインス トールを完了します。

Cisco Microsoft Windows USB ド ライバのアンインストール

Windows の Add or Remove Programs ユーティ リ テ ィ、 または setup.exe ファ イルを使用します。

• Add or Remove Programs Utility を使用した Cisco Microsoft Windows USB ド ラ イバのアンイ
ンス トール

• Setup.exe プログラムを使用した Cisco Microsoft Windows USB ド ラ イバのアンインス トール

Add or Remove Programs Utility を使用した Cisco Microsoft Windows USB ド ライバのアンイン
ストール

• Cisco Microsoft Windows XP USB ド ラ イバのアンインス トール

• Cisco Microsoft Windows Vista および Windows 7 USB ド ラ イバのアンインス トール

Cisco Microsoft Windows XP USB ド ライバのアンインストール

（注） ド ラ イバをアンインス トールする前に、 スイ ッチと コンソール端末を切り離します。

ステップ 1 [Start] > [Control Panel] > [Add or Remove Programs] の順にク リ ッ ク します。

ステップ 2 [Cisco Virtual Com] までス ク ロールして [Remove] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [Program Maintenance] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Remove] オプシ ョ ン  ボタンを選択します。
[Next] をク リ ッ ク します。
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Cisco Microsoft Windows Vista および Windows 7 USB ド ライバのアンインストール

（注） ド ラ イバをアンインス トールする前に、 スイ ッチと コンソール端末を切り離します。

ステップ 1 [Start] > [Control Panel] > [Uninstall or change a program] をク リ ッ ク します。

ステップ 2 [Cisco Virtual Com] を選択し、 [Uninstall] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [Programs and Features] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Yes] をク リ ッ ク します。

Setup.exe プログラムを使用した Cisco Microsoft Windows USB ド ライバのアンインス
トール

（注） ド ラ イバをアンインス トールする前に、 スイ ッチと コンソール端末を切り離します。 

ステップ 1 32 ビッ ト  Windows の場合は setup.exe を、 64 ビッ ト  Windows の場合は setup(x64).exe を実行し
ます。 [Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 2 Cisco Virtual Com の InstallShield Wizard が表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 3 [Program Maintenance] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Remove] オプシ ョ ン  ボタンを選択します。
[Next] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 [Remove the Program] ウ ィ ン ド ウが表示されたら、 [Remove] をク リ ッ ク します。

（注） Windows Vista または Windows 7 の [User Account Control] の警告が表示されたら、[Allow - I trust 
this program] をク リ ッ ク して進みます。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 [Finish] をク リ ッ ク します。

初期設定情報の入力
スイ ッチを設定するには、 セッ ト アップ プログラムを完了する必要があ り ます。 セッ ト アップ 
プログラムは、 スイ ッチの電源がオンになる と自動的に実行されます。 スイ ッチがローカル 
ルータやインターネッ ト と通信するのに必要な  IP アド レスやその他の設定情報を割り当てる必
要があ り ます。 これらの情報は、 スイ ッチの設定や管理に Device Manager または Cisco 
Network Assistant を使用する場合にも必要です。

IP 設定

ネッ ト ワーク管理者から次の情報を入手する必要があ り ます。

• スイ ッチの IP アド レス

• サブネッ ト  マスク （IP ネッ ト マス ク）
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• デフォル ト  ゲート ウェイ （ルータ）

• イネーブル シークレ ッ ト  パスワード

• イネーブル パスワード

• Telnet パスワード

セッ トアップ プログラムの設定

スイ ッチをスタ ッ ク していて、 スタ ッ ク内の各スイ ッチに複数のコンソールが接続してある場
合は、 最初に Enter を押したコンソールに初期設定ダイアログが表示されます。

セッ ト アップ プログラム、 およびスイ ッチの初期設定を完了します。

ステップ 1 次の 2 つのプロンプ ト で Yes を入力します。

Would you like to enter the initial configuration dialog?[yes/no]: yes

At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

基本的な管理 setup で十分な接続性だけを設定します
for management of the system, extended setup will ask you
to configure each interface on the system.

Would you like to enter basic management setup?[yes/no]: yes

ステップ 2 スイ ッチのホス ト名を入力し、 Return を押します。

ホス ト名は、 コマン ド  スイ ッチでは 28 文字以内、 メ ンバー スイ ッチでは 31 文字以内に制限さ
れています。 どのスイ ッチのホス ト名でも、 最後の文字には -n （n は数字） を使用しないでく
ださい。

Enter host name [Switch]: host_name

ステップ 3 イネーブル シークレ ッ ト  パスワードを入力し、 Return を押します。

このパスワードは 1 ～ 25 文字の英数字で指定できます。先頭の文字を数字にしてもかまいませ
ん。 大文字と小文字が区別されます。 スペースも使えますが、 先頭のスペースは無視されま
す。 シークレ ッ ト  パスワードは暗号化され、 イネーブル パスワードはプレーン  テキス ト です。

Enter enable secret: secret_password

ステップ 4 イネーブル パスワードを入力し、 Return を押します。

Enter enable password: enable_password

ステップ 5 仮想端末 （Telnet） パスワードを入力し、 Return を押します。

このパスワードは 1 ～ 25 文字の英数字で指定できます。 大文字と小文字が区別されます。 ス
ペースも使えますが、 先頭のスペースは無視されます。

Enter virtual terminal password: terminal-password

ステップ 6 国コードを設定する場合は、 yes を入力し、 Return キーを押します。

Do you want to configure country code?[no]: yes

ステップ 7 国コードを入力し、 Return キーを押します。

Enter the country code[US]:US
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ステップ 8 （任意） プロンプ ト に従って、 簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル （SNMP） を設定します。 後か
ら、 CLI、 Device Manager、 または Cisco Network Assistant アプ リ ケーシ ョ ンを使用して  SNMP 
を設定する こ と もできます。 SNMP を後で設定する場合は、 no を入力します。

Configure SNMP Network Management?[no]: no

ステップ 9 管理ネッ ト ワークに接続するインターフェイスのインターフェイス名 （物理的なインターフェ
イスまたは VLAN （仮想 LAN） の名前） を入力して、 Return を押します。 この リ リースでは、
インターフェイス名には必ず vlan1 を使用して ください。

Enter interface name used to connect to the
management network from the above interface summary: vlan1

ステップ 10 インターフェイスを設定するために、 スイ ッチの IP アド レス とサブネッ ト  マスクを入力し、
Return を押します。 次に示されている  IP アド レス とサブネッ ト  マスクは単なる例です。

Configuring interface vlan1:
Configure IP on this interface?[yes]: yes 
IP address for this interface: 10.4.120.106
Subnet mask for this interface [255.0.0.0]: 255.0.0.0

スイ ッチの初期設定が完了しました。 スイ ッチにその設定が表示されます。 設定出力例を次に
示します。

次のコンフ ィギュレーシ ョ ン コマンド スク リプ トが作成されました。
hostname Switch1
enable secret 5 $1$Ulq8$DlA/OiaEbl90WcBPd9cOn1
enable password enable_password
line vty 0 15
password terminal-password
no snmp-server
!
no ip routing

!
interface Vlan1
no shutdown
ip address 10.4.120.106 255.0.0.0
!
interface GigabitEthernet4/0/1
!
interface GigabitEthernet4/0/2

interface GigabitEthernet4/0/3
!

… （出力省略）
!

!
end

ステップ 11 次の選択肢が表示されます。

[0] Go to the IOS command prompt without saving this config.

[1] Return back to the setup without saving this config.

[2] Save this configuration to nvram and exit.

設定を保存し、その設定をスイ ッチの次回のリブート時に使用する場合は、オプシ ョ ン 2 を選択して、設定を不揮発性 
RAM （NVRAM） に保存します。
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Enter your selection [2]:2

いずれかを選択して  Return を押します。

セッ ト アップ プログラムが完了する と、 スイ ッチは作成されたデフォル ト設定を実行できま
す。 この設定の変更や他の管理タスクを実行するには、 <Switch> プロンプ ト でコマン ドを入力
するか、 Cisco Network Assistant などの管理ツールを使用して設定を続行します。
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